
議案第 ４ 号
石川県教育委員会事務局等組織規則の改正等に

ついて

１ 提 案理由

教育委員会事務局の組織改正等に伴い、以下のとおり関係規定を

整備する必要があるため

２改正する規定等

（１）県立図書館等の知事部局への移管等に係るもの

①石川県教育委員会事務局等組織規則の一部改正

②石川県教育委員会事務局等処務規程の一部改正

③石川県教育委員会文書管理規程の一部改正

④グループ制に関する運営規程の一部改正

（２）その他の組織改正に係るもの

①近世史料編さん室設置に係る告示

②令和３年度全国高等学校総合体育大会の終了に伴う職員の駐

在地指定に係る告示の廃止

（３）オンラインで申請された行政手続における手数料の電子収納の

方法を定めるもの

①石川県教育委員会が所管する手続等に係る石川県行政手続等

における情報通信の技術の利用に関する条例施行規則の一部

改正

（４）教育委員会の職員が所属長等に提出する様式等の押印欄を廃止

するもの

①公立学校職員の特殊勤務手当に関する規則の一部改正

②石川県教育委員会事務局等職員健康管理規程の一部改正

③石川県教育関係職員被服貸与規程の一部改正

④石川県教育委員会公用車管理規程の一部改正

⑤石川県立学校職員健康管理規程の一部改正

（５）成年年齢の引き下げに係るもの

①石川県立高等学校規則等の一部改正

３根拠法令

地方教育行政の組織及び運営に関する法律第１５条

４改正案

別添のとおり

５施行 年月日

令和４年４月１日

●



（２）その他の組織改正に係るもの

①近世史料編さん室設置に係る告示

②令和３年度全国高等学校総合体育大会の終了に伴う職員

の駐在地指定に係る告示の廃止

議案第４号関係資料

石川県教育委員会事務局等組織規則の改正等について

１改正概要 １●●●

２改正する規定等

（１）県立図書館等の知事部局への移管等に係るもの

①石川県教育委員会事務局等組織規則の一部改正

②石川県教育委員会事務局等処務規程の一部改正

③石川県教育委員会文書管理規程の一部改正

④グループ制に関する運営規程の一部改正
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（４）教育委員会の職員が所属長等に提出する様式等の押印欄を廃止

するもの

①公立学校職員の特殊勤務手当に関する規則の一部改正

②石川県教育委員会事務局等職員健康管理規程の一部改正・・・

③石川県教育関係職員被服貸与規程の一部改正

④石川県教育委員会公用車管理規程の一部改正

⑤石川県立学校職員健康管理規程の一部改正
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（３）オンラインで申請された行政手続における手数料の電子収納の

方法を定めるもの

①石川県教育委員会が所管する手続等に係る石川県行政手・・・

続等における‘情報通信の技術の利用に関する条例施行規

則の一部改正
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（５）成年年齢の引き下げに係るもの

①石川県立高等学校規則等の一部改正 6２●●●



改正概要

改正する規定等

（１）県立図書館等の知事部局への移管等に係るもの

１

方法を定めるもの

今県立図書館等の知事部局への移管に伴い、教育委員会規則等

における県立図書館等に関する規定を削除等するもの

；

正する規則等＞

石川県教育委員会事務局等組織規則

石川県立図書館協議会運営規則

石川県立図書館管理規則

石川県教育委員会事務局等処務規程

石川県教育委員会文書管理規程

グループ制に関する運営規程

改
①
②
③
④
⑤
⑥

く

（２）その他の組織改正に係るもの

→教育委員会内部の手続において、職員等が提出する様式等の押

印欄を廃止するもの

①近世史料編さん室設置に係る告示

＝>加賀前田家が統治した近世の史料の編さんを行うため、文化

財課内に近世史料編さん室を設置するもの

②令和３年度全国高等学校総合体育大会の終了に伴う職員の駐在

地指定に係る告示の廃止

＝>金沢桜丘高校ほか３校(松任高校､"県立工業高校、能登高校）

の駐在地指定を廃止するもの

１

するもの
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=>オンラインで申請された手続において、手数料の納付が必要

な場合に、申請者の選択した電子収納の方法によることを可

能とするもの

］［
く改正する規則等＞

①石川県教育委員会が所管する手続等に係る石川県行政手続等に

おける情報通信の技術の利用に関する条例施行規則



２

（５）成年年齢の引き下げに係るもの

=>成年年齢の引き下げに伴い、１８歳以上の生徒の父母等が

「保護者」でなくなることから、石川県立高等学校規則等に

おける「保護者」の規定を「保護者等」に改めるもの。

施行年月日

令和４年４月１日
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事
務
局
等
組
織
規
則
の

弓

弓弓

県
教
育
委
員
会
事
務
局
等
組
織
規
則
の
一
部
改
正
）

石
川
県
教
育
委
員
会
事
務
局
等
組
織
規
則
（
昭
和
四
十
年
石
川
県
教
育
委
員
会
規
則
第
五
号
）
の
一
部

の
よ
う
に
改
正
す
る
・

二
条
第
三
号
中
「
の
規
定
に
よ
り
設
置
し
た
石
川
県
立
美
術
館
、
石
川
県
立
歴
史
博
物
館
及
び
石
川
県
立

ろ
く
民
俗
資
料
館
等
の
教
育
機
関
並
び
に
そ
の
他
の
」
を
「
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
」
に
改
め
る
・

五
条
の
表
生
涯
学
習
課
の
項
第
十
一
号
中
「
石
川
県
立
図
書
館
及
び
」
を
削
り
、
同
表
文
化
財
課
の
項
中

号
を
第
十
号
と
し
、
第
八
号
を
第
九
号
と
し
、
第
七
号
を
第
八
号
と
し
、
第
六
号
の
次
に
次
の
よ
う
に
加

。

近
世
史
料
の
編
さ
ん
に
関
す
る
こ
と
・

九
条
中
第
四
項
を
削
り
、
第
五
項
を
第
四
項
と
し
、
第
六
項
を
第
五
項
と
す
る
・

十
二
条
第
一
項
中
第
一
号
を
削
り
、
第
二
号
を
第
一
号
と
し
、
第
一
一
一
号
か
ら
第
五
号
ま
で
を

げ
、
同
条
第
二
項
中
「
前
項
第
二
号
」
を
「
前
項
第
一
号
」
に
改
め
る
。

十
四
条
第
一
項
の
表
館
長
の
項
中
「
図
書
館
」
を
削
り
、
同
条
第
二
項
の
表
中

石
川
県
教

一可

部
を
改
正
す
る
等
の
規
則

３
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当
課
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一
金
沢
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研
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証
桐
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鵡
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。
け
、
金
沢
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研
究
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の
事

去
月

委
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ｰ
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つ
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、
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副
館
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図
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生
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学
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セ
ン
タ
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副
館
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生
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学
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セ
ン
タ
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室
次
長

総
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担
当
課
長

室
長

図
書
館

金
沢
城
調
査
研
究
所

図
書
館

室
長
を
補
佐
す
る

◎

上
司
の
命
を
受
け
、
金
沢
城
調
査
研
究
所
の
事
務
を
掌

理
す
る
。

館
長
の
命
を
受
け
、
室
の
事
務
を
掌
理
し
、
所
属
職
員

を
指
揮
監
督
す
る
。
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青

社
会
教
育
に
関
す
る
重
要
事
項
に
つ
い
て
石

川
県
教
育
委
員
会
に
対
す
る
答
申
及
び
建
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に
関
す
る
事
務

４

石
川
県
社
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石
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県
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川
県
生
涯
学
習
審
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会

石
川
県
社
会
教
育
委

員

図
書
館
の
運
営
に
関
し
館
長
の
諮
問
に
応
じ
、

図
書
館
奉
仕
に
関
し
館
長
に
意
見
を
述
べ
る
事

務 生
涯
学
習
に
資

推
進
に
関
す
る

育
委
員
会
又
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に
関
す
る
事
務

す
る
た
め
の
施
策
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総
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的
な

重
要
事
項
に
つ
い
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石
川
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教

知
事
に
対
す
る
答
申
及
び
建
議

社
会
教
育
に
関
す
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要
事
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県
教
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委
員
会
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す
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申
及
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建
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す
る
事
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学
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課

司
書
主
任

司
書

司
書
主
査

図
書
館

図
書
館

上
司
の
命
を
受
け

閲
覧
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び
相
談
並
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関
連
す
る
事
業

る
事
務
に
従
事
す
るにび

。

、
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書
館
資
料
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に
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事
業
そ
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の
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門
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事
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０

こ

の

規附

則

は則

石
川
県
教
育
委
員
会
規
則
第
五
号
）

育
委
員
会
規
則
第
十
一
号
）

石
川
県
生
涯
学
習

審
議
会

、

令
和
四
年
四
月

生
涯
学
習
に
資
す
る
た
め
の
施
策
の
総
合
的

な
推
進
に
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す
る
重
要
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項
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会
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す
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答
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建
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す
る
事
務

日
か
ら
施
行
す
る

（
石
川
県
立
図
書
館
協
議
会
運
営
規
則
及
び
石
川
県
立
図
書
館

第
二
条
次
に
掲
げ
る
規
則
は
、
廃
止
す
る
・

一
石
川
県
立
図
書
館
協
議
会
運
営
規
則
（
昭
和
二
十
六
年

二
石
川
県
立
図
書
館
管
理
規
則
（
昭
和
四
十
年
石
川
県
教

管
理
規
則
の
廃
止

生
涯
学
習
課

、ロン

ー

に
改
め
る
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側
刺
機
関
を
い
う
。

（
分
課
の
分
掌
事
務
）

第
五
条
本
庁
各
課
の
分
掌
事
務
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

石
川
県
教
育
委
員
会
事
務
局
等
組
織
規
則
（
昭
和
四
十
年
教
育
委
員
会
規
則
第
五
号
）
新
旧
対
照
表

第
一
条
（
略
）

第
二
条
事
務
局
等
の
機
関
を
分
け
て
、
本
庁
、
出
先
機
関
及
び
教
育
機
関
等
と
し
各

機
関
の
意
義
は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一
・
二
（
略
）

三
教
育
機
関
等
と
は
、
学
校
以
外
の
教
育
機
関
等
設
置
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
三
十

第
一
条
（
略
）

第
二
条
事
務
局
等
の
機
関
を
分
け
て
、
本
庁
、
出
先
機
関
及
び
教
育
機
関
等
と
し
各

機
関
の
意
義
は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一
・
二
（
略
）

三
教
育
機
関
等
と
は
、
学
校
以
外
の
教
育
機
関
等
設
置
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
三
十

（
分
課
の
分
掌
事
務
）

第
五
条
本
庁
各
課
の
分
掌
事
務
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

二
年
石
川
県
条
例
第
十
四
号
）

埜
史
博
物
館
及
び
石
川
県
立
向

第
二
釣
麹
詞
「
項
に
規
定
す
る

改
正
後
（
案
）

す
る
条
例
（
昭
和
三
十

機
関
を
い
う
。

171

現
行

二
年
石
川
県
条
例
第
十
四
号
）

６

７

羽
堅
巨
１
し
尭
八
工
謂
Ⅱ
川
唱

生
涯
学
習
課

学
校
指
導
課

教
職
員
課

庶
務
課

企
画
調
整
室

分
課
名

程
生
涯
学
習
の
推
進
に
関
す
る
こ
と
。

画
社
会
教
育
・
生
涯
学
習
の
指
導
助
言
に
関
す
る
こ
と
。

四
社
会
教
育
委
員
に
関
す
る
こ
と
。

心
図
書
館
、
公
民
館
、
そ
の
他
の
社
会
教
育
機
関
に
関
す
る
こ
と
。

画
成
人
教
育
、
青
少
年
教
育
及
び
家
庭
教
育
に
関
す
る
こ
と
。

〆ー、

略
、－〆

ー、

略
、＝〆

〆ー、

略
、－〆

グー、

略
、＝〆

分
掌
事
務

生
涯
学
習
課

学
校
指
導
課

教
職
員
課

庶
務
課

企
画
調
整
室

分
課
名

】
生
涯
学
習
の
推
進
に
関
す
る
こ
と
。

画
社
会
教
育
・
生
涯
学
習
の
指
導
助
言
に
関
す
る
こ
と
。

四
社
会
教
育
委
員
に
関
す
る
こ
と
。

心
図
書
館
、
公
民
館
、
そ
の
他
の
社
会
教
育
機
関
に
関
す
る
こ
と
。

画
成
人
教
育
、
青
少
年
教
育
及
び
家
庭
教
育
に
関
す
る
こ
と
。

〆ー、

略
、－〆

〆へ

略
、=ダ

〆画へ

略
、－〆

〆 再 、

略
、 国 〆

分
掌
事
務
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７

謬
圭
月
に

。
活
動

・
校
卒
空

§
ｒ
咳

垣寸望己

卦り

．Ｆ

，

ヨ は

７

５１

〆淫／、

訳自獄

赤呈型

荊亥劉董園

リ

玉り

画寸エ

登り

コ時

保
健
体
育
課

文
化
財
課

〆ー、

略
、－グ

房
文
化
財
保
護
に
関
す
る
こ
と
。

四
文
化
財
保
護
関
係
者
及
び
団
体
の
指
導
助
言
に
関
す
る
こ
と
。

四
埋
蔵
文
化
財
の
企
画
調
整
に
関
す
る
こ
と
。

吟
世
界
遺
産
に
関
す
る
こ
と
。

、
博
物
館
に
関
す
る
こ
と
。

の
銃
砲
刀
剣
等
登
録
事
務
に
関
す
る
こ
と
。

『
石
川
県
立
輪
島
漆
芸
技
術
研
修
所
の
管
理
運
営
に
関
す
る
こ

と
◎

の
石
川
県
金
沢
城
調
査
研
究
所
の
管
理
運
営
に
関
す
る
こ
と
。

③
石
川
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
に
関
す
る
こ
と
。

保
健
体
育
課

文
化
財
課

〆ー、

略
、－〆

］
文
化
財
保
護
に
関
す
る
こ
と
。

図
文
化
財
保
護
関
係
者
及
び
団
体
の
指
導
助
言
に
関
す
る
こ
と
。

四
埋
蔵
文
化
財
の
企
画
調
整
に
関
す
る
こ
と
。

心
世
界
遺
産
に
関
す
る
こ
と
。

、
博
物
館
に
関
す
る
こ
と
。

の
銃
砲
刀
剣
等
登
録
事
務
に
関
す
る
こ
と
。

『
近
世
史
料
の
編
さ
ん
に
関
す
る
こ
と
。

１ｍ
石
川
県
立
輪
島
漆
芸
技
術
研
修
所
の
管
理
運
営
に
関
す
る
こ

と
◎

④
石
川
県
金
沢
城
調
査
研
究
所
の
管
理
運
営
に
関
す
る
こ
と
。

１９
石
川
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
に
関
す
る
こ
と
。



第
六
条
～
第
八
条
の

（
教
育
機
関
等
の
名
称
、
分
掌
事
務
等
）

第
十
二
条
教
育
機
関
等
の
名
称
、
位
置
、
内
部
組
織
及
び
分
掌
事
務
は
、
次
の
と

１５
嘱
託
は
、
上
司
の
命
を
受
け
、
嘱
託
さ
れ
た
事
務
又
は
技
術
に
従
事
す
る
。

１４
前
各
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
本
庁
に
必
要
に
応
じ
嘱
託
を
置
く
こ
と
が

で
き
る
。

８

第
十
二
条
教
育
機
関
等
の
名
称
、
位
置
、
内
部
組
織
及
び
分
掌
事
務
は
、
次
の
と

お
り
と
す
る
。

第
十
条
・
第
十
一
条
（
略
）

第
九
条
（
略
）

第
六
条
～
第
八
条
の

２
．
３
（
略
）

（
教
育
機
関
等
の
名
称
、
分
掌
事
務
等
）

〆へ

略
、－〆

お
り
と
す
る
。

副
嘱
託
は
、
上
司
の
命
を
受
け
、
嘱
託
さ
れ
た
事
務
又
は
技
術
に
従
事
す
る
。

引
前
各
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
本
庁
に
必
要
に
応
じ
嘱
託
を
置
く
こ
と
が

で
き
る
。

第
九
条
（
略
）

２
．
３
（
略
）

第
十
条
・
第
十
一
条
（
略
）

リ

関
す
る
専
門
的
事
務
を 〆画、

略
、=〆

る
。

！割

Ｉ豊
四
資
料
・
情
報
の
調
査
相

画
資
料
の
収
集
・
整
理
及

訓
制
闘
訓
閏
出
口
閲
詞
引

こ
と
。

鐸
読
書
普
及
及
び
図
書
館

柵
州
掴
桐
羽
幽
罰
剰
Ⅲ
＃

；



ヨ
漆
芸
技
術
研
修
所

。
生
涯
学
習
セ
ン
タ

－一
生
涯
学
習
セ
ン
タ

９

’一
一
漆
芸
技
術
研
修
所

iｌ
県
史
料
の
編
さ
ん
に
関

制
副
副
刈
可
‐

石
川
県
立
輪
島

漆
芸
技
術
研
修

所

名
称

輪
島
市
釜
屋
谷

町

位
置

庶
務
課

教
務
課

内
部

組
織

得
重
要
無
形
文
化
財

ま
き

鋤
地
、
雛
、
漆

、

蒔
絵
及
び
沈
金
技
術
伝
承
者
の
養
成
に

関
す
る
こ
と
。

画
漆
工
芸
の
研
究
、
調
査
及
び
資
料
収
集

分
掌
事
務

石
川
県
立
生
涯
学
習
セ
ン
タ

名
称

金
沢
市
石
引
四
丁
目

位
置

］
生
涯
学
習
事
業
に
関
す

る
こ
と
。

甲
社
会
教
育
事
業
等
に
関

す
る
こ
と
。

唖
生
涯
学
習
・
社
会
教
育

の
研
修
等
に
関
す
る
こ

と
。

心
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

等
に
関
す
る
こ
と
。

分
掌
事
務

石
川
県
立
生
涯
学
習
セ
ン
タ

名
称

金
沢
市
石
引
四
丁
目

位
置

】
生
涯
学
習
事
業
に
関
す

る
こ
と
。

四
社
会
教
育
事
業
等
に
関

す
る
こ
と
。

四
生
涯
学
習
・
社
会
教
育

の
研
修
等
に
関
す
る
こ

と
。

心
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

等
に
関
す
る
こ
と
。

分
掌
事
務

石
川
県
立
輪
島

漆
芸
技
術
研
修

所

名
称

輪
島
市
釜
屋
谷

町

位
置

庶
務
課

教
務
課

内
部

組
織

】
重
要
無
形
文
化
財

鋤
地
難
瀞
、

ま
き蒔

絵
及
び
沈
金
技
術
伝
承
者
の
養
成
に

関
す
る
こ
と
。

画
漆
工
芸
の
研
究
、
調
査
及
び
資
料
収
集

分
掌
事
務



等
に
関
す
る
こ
と
。

劃
金
沢
城
調
査
研
究
所

－１０－

回
金
沢
城
調
査
研
究
所

ヨ
教
員
総
合
研
修
セ
ン
タ

四
教
員
総
合
研
修
セ
ン
タ

等
に
関
す
る
こ
と
。

石
川
県
金
沢
城
調
査
研
究

所

名
称

金
沢
市
尾
山
町

位
置

】
金
沢
城
の
調
査
研
究
に
関
す
る
こ
と
。

画
金
沢
城
関
連
史
料
の
整
理
・
収
集
に
関

す
る
こ
と
。

函
金
沢
城
関
連
城
郭
等
の
調
査
研
究
に

関
す
る
こ
と
。

心
金
沢
城
に
関
す
る
調
査
成
果
等
の
普

及
・
啓
発
に
関
す
る
こ
と
。

分
掌
事
務

石
川
県
教

員
総
合
研

修
セ
ン
タ

名
称

金
沢
市

高
尾
町

位
置

総
務
・
広
報
課

リ
ー
ダ
ー
養
成

研
修
課

自
主
研
修
サ
ポ

ー
ト
課

基
本
研
修
課

の
胃
の
少
ス
ク
ー

ル
サ
ポ
ー
ト
課

教
育
相
談
課

い
し
か
わ
師
範

塾

内
部
組
織

】
教
育
関
係
職
員
の
研
修
に
関
す
る
こ
と
。

画
教
育
相
談
に
関
す
る
こ
と
。

函
情
報
教
育
に
関
す
る
こ
と
。

吟
教
員
養
成
に
関
す
る
こ
と
。

ｍ
そ
の
他
教
育
に
関
す
る
研
究
、
調
査
及
び

資
料
収
集
に
関
す
る
こ
と
。

分
掌
事
務

石
川
県
教

員
総
合
研

修
セ
ン
タ

名
称

金
沢
市

高
尾
町

位
置

総
務
・
広
報
課

リ
ー
ダ
ー
養
成

研
修
課

自
主
研
修
サ
ポ

ー
ト
課

基
本
研
修
課

田
の
シ
ス
ク
ー

ル
サ
ボ
ー
ト
課

教
育
相
談
課

い
し
か
わ
師
範

塾

内
部
組
織

浄
教
育
関
係
職
員
の
研
修
に
関
す
る
こ
と
。

画
教
育
相
談
に
関
す
る
こ
と
。

四
情
報
教
育
に
関
す
る
こ
と
。

吟
教
員
養
成
に
関
す
る
こ
と
。

ｍ
そ
の
他
教
育
に
関
す
る
研
究
、
調
査
及
び

資
料
収
集
に
関
す
る
こ
と
。

分
掌
事
務

石
川
県
金
沢
城
調
査
研
究

所

名
称

金
沢
市
尾
山
町

位
置

房
金
沢
城
の
調
査
研
究
に
関
す
る
こ
と
。

画
金
沢
城
関
連
史
料
の
整
理
・
収
集
に
関

す
る
こ
と
。

四
金
沢
城
関
連
城
郭
等
の
調
査
研
究
に

関
す
る
こ
と
。

心
金
沢
城
に
関
す
る
調
査
成
果
等
の
普

及
・
啓
発
に
関
す
る
こ
と
。

分
掌
事
務



２
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
職
を
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
教
育
機
関
等

に
置
く
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
、
そ
の
職
務
は
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ

る
と
お
り
と
す
る
。

２
前
項
鋼
斗
副
に
規
定
す
る
石
川
県
立
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に
、
分
室
と
し
て
、

石
川
県
立
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
能
登
分
室
を
輪
島
市
三
井
町
に
置
く
。

３
石
川
県
立
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
能
登
分
室
は
、
石
川
県
立
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

の
分
掌
事
務
の
う
ち
、
石
川
県
立
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
館
長
が
別
に
定
め
る
事
務

を
分
担
す
る
も
の
と
す
る
。

４
第
一
項
に
規
定
す
る
教
育
機
関
等
の
内
部
組
織
の
分
掌
事
務
は
、
当
該
機
関
の

長
が
定
め
る
。

第
十
三
条
（
略
）

（
内
部
組
織
の
職
）

第
十
四
条
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
職
を
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
教
育

機
関
等
に
置
く
も
の
と
し
、
そ
の
職
務
は
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
と
お

り
と
す
る
。

２
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
職
を
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
教
育
機
関
等

に
置
く
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
、
そ
の
職
務
は
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ

る
と
お
り
と
す
る
。

1１

２
前
項
詞
ゴ
割
虐
規
定
す
る
石
川
県
立
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に
、
分
室
と
し
て
、

石
川
県
立
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
能
登
分
室
を
輪
島
市
三
井
町
に
置
く
。

３
石
川
県
立
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
能
登
分
室
は
、
石
川
県
立
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

の
分
掌
事
務
の
う
ち
、
石
川
県
立
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
館
長
が
別
に
定
め
る
事
務

を
分
担
す
る
も
の
と
す
る
。

４
第
一
項
に
規
定
す
る
教
育
機
関
等
の
内
部
組
織
の
分
掌
事
務
は
、
当
該
機
関
の

長
が
定
め
る
。

第
十
三
条
（
略
）

（
内
部
組
織
の
職
）

第
十
四
条
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
職
を
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
教
育

機
関
等
に
置
く
も
の
と
し
、
そ
の
職
務
は
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
と
お

り
と
す
る
。

課
長

所
長

館
長 職

課
を
置
く

教
育
機
関
等

教
員
総
合
研
修
セ
ン
タ
ー

漆
芸
技
術
研
修
所

金
沢
城
調
査
研
究
所

ｌ
生
涯
学
習
セ
ン
タ
壷
－

教
育
機
関
等

上
司
の
命
を
受
け
、
課
の
事
務
を
処
理
す

る
。 教

育
長
の
命
を
受
け
、
教
育
機
関
等
の
事
務

を
掌
理
し
、
所
属
職
員
を
指
揮
監
督
す
る
。

職
務

課
長

所
長

館
長 職

課
を
置
く

教
育
機
関
等

教
員
総
合
研
修
セ
ン
タ
ー

漆
芸
技
術
研
修
所

金
沢
城
調
査
研
究
所

図
罫
司
飼

生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー

教
育
機
関
等

上
司
の
命
を
受
け
、
課
の
事
務
を
処
理
す

る
。

教
育
長
の
命
を
受
け
、
教
育
機
関
等
の
事
務

を
掌
理
し
、
所
属
職
員
を
指
揮
監
督
す
る
。

職
務



－１２－

主
任
指
導
主

事指
導
主
事

主
任
指
導
主

事
（
師
範
）

主
任
指
導
主

事
（
師
範
代
）

雪
総
括
担
当
課

長

書
教
授

分
室
長

次
長

副
所
長

副
館
長

職

教
員
総
合
研
修
セ
ン
タ
ー

教
員
総
合
研
修
セ
ン
タ
ー

言
金
沢
城
調
査
研
究
所

言
教
員
総
合
研
修
セ
ン
タ
ー

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

漆
芸
技
術
研
修
所

教
員
総
合
研
修
セ
ン
タ
ー

金
沢
城
調
査
研
究
所

図
雪
飼

生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー

教
育
機
関
等

上
司
の
命
を
受
け
、
教
育
関
係
職
員
に

対
す
る
研
修
指
導
並
び
に
教
育
に
関

す
る
研
究
及
び
調
査
等
の
業
務
に
従

上
司
の
命
を
受
け
、
い
し
か
わ
師
範
塾

の
企
画
・
運
営
等
の
業
務
に
従
事
す

る
。

宝

iii
上
司
の
命
を
受
け
、
金
沢
城
調
査
研
究

所
の
事
務
を
掌
理
す
る
。

館
長
の
命
を
受
け
、
室
の
事
務
を
掌
瑳

ｕ
１
矧
嵐
側
創
到
劇
割
鯛
割
罰
詞
到
１

所
長
の
命
を
受
け
、
教
員
の
養
成
・
資

質
向
上
に
関
す
る
研
究
等
の
業
務
に

従
事
す
る
。

館
長
の
命
を
受
け
、
分
室
の
事
務
を
掌

理
し
、
所
属
職
員
を
指
揮
監
督
す
る
。

所
長
を
補
佐
す
る
。

館
長
を
補
佐
す
る
。 職

務

主
任
指
導
主

事指
導
主
事

主
任
指
導
主

事
（
師
範
）

主
任
指
導
主

事
（
師
範
代
）

総
括
担
当
課

長 教
授

分
室
長

次
長

副
所
長

副
館
長

職

教
員
総
合
研
修
セ
ン
タ
ー

教
員
総
合
研
修
セ
ン
タ
ー

金
沢
城
調
査
研
究
所

教
員
総
合
研
修
セ
ン
タ
ー

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

漆
芸
技
術
研
修
所

教
員
総
合
研
修
セ
ン
タ
ー

金
沢
城
調
査
研
究
所

ｌ
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー

教
育
機
関
等

上
司
の
命
を
受
け
、
教
育
関
係
職
員
に

対
す
る
研
修
指
導
並
び
に
教
育
に
関

す
る
研
究
及
び
調
査
等
の
業
務
に
従

上
司
の
命
を
受
け
、
い
し
か
わ
師
範
塾

の
企
画
・
運
営
等
の
業
務
に
従
事
す

る
。

上
司
の
命
を
受
け
、
金
沢
城
調
査
研
究

所
の
事
務
を
掌
理
す
る
。

所
長
の
命
を
受
け
、
教
員
の
養
成
・
資

質
向
上
に
関
す
る
研
究
等
の
業
務
に

従
事
す
る
。

館
長
の
命
を
受
け
、
分
室
の
事
務
を
掌

理
し
、
所
属
職
員
を
指
揮
監
督
す
る
。

所
長
を
補
佐
す
る
。

館
長
を
補
佐
す
る
。 職

務
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－

■■■■■■■■■■■

一

二二二

軍
す
る
。

石
川
県
産
業

教
育
審
議
会

産
業
教
育
振
興
法
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
る
産
業
教
育

に
関
す
る
重
要
事
項
の
調
整
審
議
及
び
教
育
委
員
会
又

学
校
指
導
課

石
川
県
奨
学

生
選
考
審
査

今
云

石
川
県
育
英
資
金
の
貸
与
及
び
返
還
の
方
法
並
び
に
貸

与
を
受
け
る
者
の
選
考
等
に
つ
い
て
の
知
事
に
対
す
る

答
申
に
関
す
る
事
務

庶
務
課

附
属
機
関

担
任
す
る
事
務

庶
務
担
当
課

３
（
略
）

第
十
五
条
、
第
十
六
条
（
略
）

別
表
（
第
三
条
関
係
）

石
川
県
産
業

教
育
審
議
会

産
業
教
育
振
興
法
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
る
産
業
教
育

に
関
す
る
重
要
事
項
の
調
整
審
議
及
び
教
育
委
員
会
又

学
校
指
導
課

石
川
県
奨
学

生
選
考
審
査

今
云

石
川
県
育
英
資
金
の
貸
与
及
び
返
還
の
方
法
並
び
に
貸

与
を
受
け
る
者
の
選
考
等
に
つ
い
て
の
知
事
に
対
す
る

答
申
に
関
す
る
事
務

庶
務
課

附
属
機
関

担
任
す
る
事
務

庶
務
担
当
課

３
（
略
）

第
十
五
条
、
第
十
六
条
（
略
）

別
表
（
第
三
条
関
係
）

翼
：
雪

集
、
整
理
、
閲
雷
一
及
び
托
談
並
ひ
に
読

上
司
の
命
を
受
け
、
医
書
能
資
料
の
収

：
書

上
司
の
命
を
受
け
、
図
書
館

調
調
剃
紹
罰
詞
訓
ｑ
ｌ

の
専
濡
敵

教
務
主
任

漆
芸
技
術
研
修
所

上
司
の
命
を
受
け
、
教
務
を
処
理
す

る
。

主
任
社
会
教

育
主
事

社
会
教
育
主

事

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

上
司
の
命
を
受
け
、
社
会
教
育
を
行
う

者
に
、
専
門
的
、
技
術
的
な
助
言
と
指

導
を
与
え
る
事
務
に
従
事
す
る
。
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一
一
一
は
知
事
に
対
す
る
建
議
に
関
す
る
事
務
一

一
一
は
知
事
に
対
す
る
建
議
に
関
す
る
事
務
一

石
川
県
公
立

学
校
教
職
員

健
康
管
理
審

査
会

石
川
県
文
化

財
保
護
審
議

今
云 石

川
県
生
涯

学
習
審
議
会

石
川
県
社
会

教
育
委
員

石
川
県
教
科

用
図
書
選
定

審
議
会

公
立
学
校
教
職
員
の
健
康
審
査
に
つ
い
て
石
川
県
教
育

委
員
会
に
対
す
る
答
申
に
関
す
る
事
務

石
川
県
内
に
所
在
す
る
文
化
財
の
保
存
及
び
活
用
に
関

し
、
教
育
委
員
会
の
諮
問
に
答
え
、
又
は
意
見
を
具
申

し
、
及
び
こ
れ
に
必
要
な
調
査
、
研
究
に
関
す
る
事
務

生
涯
学
習
に
資
す
る
た
め
の
施
策
の
総
合
的
な
推
進
に

関
す
る
重
要
事
項
に
つ
い
て
石
川
県
教
育
委
員
会
又
は

知
事
に
対
す
る
答
申
及
び
建
議
に
関
す
る
事
務

社
会
教
育
に
関
す
る
重
要
事
項
に
つ
い
て
石
川
県
教
育

委
員
会
に
対
す
る
答
申
及
び
建
議
に
関
す
る
事
務

義
務
教
育
諸
学
校
の
教
科
用
図
書
の
無
償
措
置
に
関
す

る
法
律
施
行
令
第
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
教
科
用
図
書

採
択
に
関
す
る
事
務
に
つ
い
て
教
育
委
員
会
の
行
な
う

指
導
、
助
言
、
又
は
援
助
に
関
す
る
重
要
事
項
に
つ
い

て
調
査
、
審
議
し
、
こ
れ
ら
の
事
項
に
関
し
、
教
育
委

員
会
の
諮
問
に
応
じ
、
又
は
必
要
と
認
め
る
事
項
を
教

育
委
員
会
に
建
議
す
る
事
務

教
職
員
課

文
化
財
課

生
涯
学
習
課

石
川
県
公
立

学
校
教
職
員

健
康
管
理
審

査
会

石
川
県
文
化

財
保
護
審
議

今
云

鋼
石
川
県
生
涯

学
習
審
議
会

石
川
県
社
会

教
育
委
員

石
川
県
教
科

用
図
書
選
定

審
議
会

公
立
学
校
教
職
員
の
健
康
審
査
に
つ
い
て
石
川
県
教
育

委
員
会
に
対
す
る
答
申
に
関
す
る
事
務

石
川
県
内
に
所
在
す
る
文
化
財
の
保
存
及
び
活
用
に
関

し
、
教
育
委
員
会
の
諮
問
に
答
え
、
又
は
意
見
を
具
申

し
、
及
び
こ
れ
に
必
要
な
調
査
、
研
究
に
関
す
る
事
務

図
書
館
の
運
営
に
関
し
館
長
の
諮
問
に
応
じ
、

医
書
能

生
涯
学
習
に
資
す
る
た
め
の
施
策
の
総
合
的
な
推
進
に

関
す
る
重
要
事
項
に
つ
い
て
石
川
県
教
育
委
員
会
又
は

知
事
に
対
す
る
答
申
及
び
建
議
に
関
す
る
事
務

社
会
教
育
に
関
す
る
重
要
事
項
に
つ
い
て
石
川
県
教
育

委
員
会
に
対
す
る
答
申
及
び
建
議
に
関
す
る
事
務

義
務
教
育
諸
学
校
の
教
科
用
図
書
の
無
償
措
置
に
関
す

る
法
律
施
行
令
第
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
教
科
用
図
書

採
択
に
関
す
る
事
務
に
つ
い
て
教
育
委
員
会
の
行
な
う

指
導
、
助
言
、
又
は
援
助
に
関
す
る
重
要
事
項
に
つ
い

て
調
査
、
審
議
し
、
こ
れ
ら
の
事
項
に
関
し
、
教
育
委

員
会
の
諮
問
に
応
じ
、
又
は
必
要
と
認
め
る
事
項
を
教

育
委
員
会
に
建
議
す
る
事
務

教
職
員
課

文
化
財
課

生
涯
学
習
課



石川県教育委員会訓令第号

庁中一般

出先機関

学校以外の教育機関

石川県教育委員会事務局等処務規程（昭和４１年石川県教育委員会訓令第２号）の一部を
次のように改正する。

令和４年３月日

石川県教育委員会

別表第１教育次長の専決事項の表第２号中「やく鑑｡Ｋ皿」を「やく話蕪;IiHく皿」に改め

る。

別表第２本庁の課長の個別的専決事項の表生涯学習課長の項中第１号を削り、第２号を第

１号とし、第３号から第５号までを１号ずつ繰り上げる。

附則

この訓令は、令和４年４月１日から施行する。
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石
川
県
教
育
委
員
会
事
務
局
等
処
務
規
程
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一
年
教
育
委
員
会
訓
令
第
二
号
）

（
昭
和
四
十

新
旧
対
照
表

庶
務
課
長
（
略
）

教
職
員
課
長
（
略
）

学
校
指
導
課
長
（
略
）

生
涯
学
習
課
長

別
表
第
二
（
第
十
四
条
関
係
）

本
庁
の
課
長
の
共
通
的
専
決
事
項

グーへ

略
、一

本
庁
の
課
長
の
個
別
的
専
決
事
項

第
一
条
～
第
百
一
条
（
略
）

別
表
第
一
（
第
十
四
条
関
係
）

教
育
次
長
の
専
決
事
項

］
本
庁
の
課
長
及
び
担
当
課
長
の
職
に
あ
る
者
の
県
内
旅
行
並
び
に
富
山
県
又
は

福
井
県
へ
の
旅
行
の
命
令
並
び
に
そ
の
復
命
の
受
理

画
補
助
金
等
に
係
る
予
算
の
執
行
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
年
法
律
第

百
七
十
九
号
）
第
一
一
十
六
条
第
二
項
及
び
同
法
律
施
行
令
（
昭
和
三
十
年
政
令
第
二

百
五
十
五
号
）
第
十
七
条
の
規
定
に
よ
り
、
刻
剖
利
当
対
園
の
権
限
に
属
す
る
事
務

で
教
育
委
員
会
が
行
う
こ
と
と
さ
れ
た
補
助
金
等
の
交
付
に
関
す
る
事
務

改
正
後
（
案
）

別
表
第
二
（
第
十
四
条
関
係
）

本
庁
の
課
長
の
共
通
的
専
決
事
項

〆一、

略
、－〆

本
庁
の
課
長
の
個
別
的
専
決
事
項

】
本
庁
の
課
長
及
び
担
当
課
長
の
職
に
あ
る
者
の
県
内
旅
行
並
び
に
富
山
県
又
は

福
井
県
へ
の
旅
行
の
命
令
並
び
に
そ
の
復
命
の
受
理

画
補
助
金
等
に
係
る
予
算
の
執
行
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
年
法
律
第

百
七
十
九
号
）
第
一
一
十
六
条
第
二
項
及
び
同
法
律
施
行
令
（
昭
和
三
十
年
政
令
第
一
一

百
五
十
五
号
）
第
十
七
条
の
規
定
に
よ
り
、
刻
剖
対
園
の
権
限
に
属
す
る
事
務
で
教

育
委
員
会
が
行
う
こ
と
と
さ
れ
た
補
助
金
等
の
交
付
に
関
す
る
事
務

第
一
条
～
第
百
一
条
（
略
）

別
表
第
一
（
第
十
四
条
関
係
）

教
育
次
長
の
専
決
事
項

現
行



-17-

別
表
第
三
（
略
）

別
表
第
四
（
略
）

１

画
石
川
県
立
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
管
理
規
則
（
昭
和
四
十
一
年
石
川
県
教
育
委
員
会

規
則
第
五
号
）

ｅ
第
七
条
の
規
定
に
よ
る
開
館
時
間
等
の
変
更
等

１
画
石
川
県
立
白
山
青
年
の
家
管
理
規
則
（
昭
和
四
十
四
年
石
川
県
教
育
委
員
会
規
則

第
九
号
）

官
）
第
五
条
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
る
休
業
日
の
変
更

ｌ
令
石
川
県
立
少
年
自
然
の
家
管
理
規
則
（
昭
和
四
十
八
年
石
川
県
教
育
委
員
会
規
則

第
十
三
号
）

（
ご
第
五
条
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
る
休
業
日
の
変
更

１画
石
川
県
立
自
然
史
資
料
館
管
理
規
則
（
平
成
十
八
年
石
川
県
教
育
委
員
会
規
則
第

十
四
号
）

官
）
第
六
条
の
規
定
に
よ
る
開
館
時
間
等
の
変
更

文
化
財
課
長
（
略
）

保
健
体
育
課
長
（
略
）

別
表
第
三
（
略
）

別
表
第
四
（
略
）



石川県教育委員会訓令第号

庁中一般

出先機関

教育機関

石川県教育委員会文書管理規程（平成１４年石川県教育委員会訓令第４号）の一部を次の

ように改正する。

令和４年月日

石川県教育委員会

第47条第１項第１号中「永年」を「30年」に改める。

第５４条第１項中「(用済み後保存を必要としない文書にあっては、用済みのとき）は､」

を「、又は用済み後保存を必要としないときは、次条第１項の規定により図書館に移管す

る文書を除き､」に改める。

第55条を次のように改める。

（石川県立図書館への移管）

第55条所属長は、保存期間を経過した文書について、石川県立図書館（以下「図書館」

という｡）に移管し、又は次条第１項の規定により廃棄しなければならない。

２所属長は、図書館長が歴史資料として重要な公文書として指定するものは、図書館に

移管しなければならない。

３所属長は、前項の規定による指定のために必要があると認めるときは、図書館長に対

し、必要な‘情報を提供することができる。

別淵中1篭:教育事務Ⅳ｜奥:教|声
｢｜奥能登教育事務所｜奥能教｜」に改める。

別表第２永年の項中「永年」を「30年」に改める。

附則

この訓令は、令和４年４月１日から施行する。
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７１－▽~墓三春少I鐙

4年教育委員会訓令第４号）新旧対照義冒川県教育委員会文書管理規涯

弓蒔～津５４６条（略条～顎４６条（略

ｒ雲のｲ呆刀早期皆;r雲の保存期時

§r雲の保存期間０ｒ書の保存期間‘ リ

151胃IⅡアイ昇輔三期間が?置孜 フ

，

0句呈併

一
垣

f且】-兎エ

重+吾I士一保存~]r書逓び保存文書以外のアのｲ異元乞茸H唐虻書及び保存文書以外のう４割淳偶jTH里信

ワ１斗Ｈ宮

(文書の保存期間）

のマーヨ妻嘉"p琴認
図書館に移管する文書を|算

によるものとする。

ヨ(7)控

"〕ｆＥ）~又リ

畏存期間経渦後、更に保存期間を定＆

朝間中の可ｒ害~で茜期間中の文f書で西

る。

宕川県議誉季昌今文書管理頬.程（平成14年教育委員会訓令第４号）新旧対照表

２所属長は、保存期間中の文書であっても、制度改正等により保存期

第１条～第46条（略）

２所属長は、保存期間中の文書であっても、制度改正等により保存期

第47条完結文書の保存期間の区分は、次のとおりとする。ただし、法

令等により別に保存期間が定められているものについては、その期間

を定めて、これを保存することができる。

(1)且Q生保存

(2)１０年保存

(3)５年保存

(4)３年保存

(5)１年保存

(6)１年未満保存

第48条～第53条（略）

(保存文書の廃棄）

第54条所属長は、保存文書及び保存文書以外の文書が所定の保存期間

を経過したとき又は用済み後保存を必要としないときは､次条第１

項の規定により図書館に移管する文書を除き､_その文書を廃棄するも

のとする。ただし、保存期間を延長する必要がある文書については、

保存期間経過後、更に保存期間を定めて、これを保存することができ

によるものとする。

みのとき）は、_その文書を廃棄するものとする。ただし、保存期間を

延長する必要がある文書については、保存期間経過後、更に保存期間

(1)丞竺E保存

(2)１０年保存

(3)５年保存

(4)３年保存

(5)１年保存

を経過したとき

第１条～第46条（略）

(文書の保存期間）

第47条完結文書の保存期間の区分は、次のとおりとする。ただし、法

令等により別に保存期間が定められているものについては、その期間

第54条所属長は、保存文書及び保存文書以外の文書が所定の保存期間

(用済み後保存を必要としない文書にあっては、用済

(6)１年未満保存

第48条～第53条（略）

(保存文書の廃棄）

改正後（案） 現行



育課

問を短縮する必要があると認めたときは、その文書の保存期間を短縮

し、又はその文書を廃棄することができる。

３本庁にあっては主務課長は、前２項の規定により保存文書の廃棄を

行ったときは、保存文書台帳に廃棄年月日を記入し、その写し１部を

庶務課長に送付しなければならない。

間を短縮する必要があると認めたときは、その文書の保存期間を短縮

し、又はその文書を廃棄することができる。

３本庁にあっては主務課長は、前２項の規定により保存文書の廃棄を

行ったときは、保存文書台帳に廃棄年月日を記入し、その写し１部を

庶務課長に送付しなければならない。

（石川県立図書館への移管）

第55条削除

画調

務課

廃棄しなければならない｡

化財

健体

２所属長は、図書館長が歴史資料として重要な公文書として指定する

校指導課

涯学習課

職員課

もの|ま、図書館に移管しなければならない。

３所属長は、前項の規定による指定のために必要があると認めるとき

整室

＝

（略）

別表第１（第６条関係）

文書番号の記号

（略）

別表第１（第６条関係）

文書番号の記号

課

哩
僻
陛
僻
哩
瞬
い
僻
し
陽
睡
僻
陛
鶴

室
課
課
課

整
課
導
習
課
育

調
課
員
指
学
財
体

画
務
職
校
涯
化
健

肱
匹
」
脈
陛
伊
陸
ｒ
畔
ｒ
汝
Ｌ
味

敦職

企
庶
職
学
生
文
保

課名又は出先機関名 記号 課名又は出先機関名 記号



汝員総合研修センタ

副』→、グとロ

常島漆芸技’

中能登教育事務所

奥能登教育事務所

画
一

今沢城調杏研究所

１
小松教育事務所

金沢教育事務所

鰐
生涯学習センター

輪島漆芸技術研修所

教員総合研修センター

金沢城調査研究所

輪島漆芸技術研修所

事務所

事務所

育事務所

青事務所

生涯学習センター

教員総合研修センター

別表第２（第47条関係）

文書保存期間基準

別表第２（第47条関係）

文書保存期間基準

保存期間 文書の種類 保存期間 文書の種類

辺年 ｌ条例、規則及び訓令の制定及び改廃に関する文書

２教育委員会の通達、達及び指令に関する特に重要な文書

３国の行政機関の通達等に関する特に重要な文書

４法律、条例、規則、訓令等の解釈及び運用方針に関する特に

重要な文書

５県議会に関する特に重要な文書

６教育委員会に関する特に重要な文書

７教育委員会の総合基本計画及び重点施策に関する文書

８事務事業の計画及び運営に関する特に重要な文書

９許可、認可、特許その他行政処分に関する文書で法律関係が

10年を超えるもの

１０諮問、答申、建議等に関する特に重要な文書

永年 １条例、規則及び訓令の制定及び改廃に関する文書

２教育委員会の通達、達及び指令に関する特に重要な文書

３国の行政機関の通達等に関する特に重要な文書

４法律、条例、規則、訓令等の解釈及び運用方針に関する特に

重要な文書

５県議会に関する特に重要な文書

６教育委員会に関する特に重要な文書

７教育委員会の総合基本計画及び重点施策に関する文書

８事務事業の計画及び運営に関する特に重要な文書

９許可、認可、特許その他行政処分に関する文書で法律関係が

10年を超えるもの

１０諮問、答申、建議等に関する特に重要な文書



(以下略）

馬

書
び
ｊ
の

管

誕
細
仙
管

所

燕
脇
》
》

課員職書
教
書

脇
臓
熟
鵬
靖
紋
皿
紋

敬
書
鮒
嬉
》
》
“
》
》
》
》
州
の
州

書文

書
る

す
文
に
る
書
属
要
す
傭
噸
書
桶
川
紋
紬
陥

関
な
分
す
文
書
附
重
関
書
付
文
関
置
要
要
が

に
要
処
関
る
文
び
に
に
文
給
る
に
設
重
重
要

騨
噸
剛
靴
書
鮒
捕
剛
術
譜
伽
妬
剛
鮒
赫
伽
妬
榊
叫

び
特
得
沿
文
に
関
委
す
賞
も
関
び
に
利
組
関
で
存

及
る
取
の
る
査
に
の
関
、
の
に
及
償
権
の
に
等
保

綱
鮒
脚
飴
耐
臓
肺
飴
敵
脇
管
務
給
補
他
会
与
簿
年

、
に
財
委
に
不
代
委
調
の
所
服
恩
害
の
員
給
帳
永
一

鮒
認
燃
縮
鍬
撤
徹
縮
綿
順
僻
瞬
唖
伽
》
華
》
》
側
縦
鈍

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
教
１
２
も
３
４
５
６
の
７
８

１
１
１
１
１
１
１
‐
ｌ
ｉ
Ｉ
２
１
ｌ
２
ｌ
２
ｌ
ｌ
ｌ
２
ｌ
２
ｌ
２
ｌ
２
‐
１
１
腫
１
２

書
び
、
ｊ
の

諦
一

敬
趣
柳
管

》
》
岬
》
》
極
秘
礎
員
一

書
柵
書

敬
書
鮒
婚
》
》
》
》
》
》
》
梱
の
》

書文

書
る

す
文
に
る
書
属
要
す
瞭
噸
書
捕
剛
倣
帆
施

関
な
分
す
文
書
附
重
関
書
付
文
関
置
要
要
が

に
要
処
関
る
文
び
に
に
文
給
る
に
設
重
重
要

》
擢
姻
癖
婚
》
癖
》
稀
罪
棚
詫
》
癖
》
》
癖
識
誕

及
る
取
の
る
査
に
の
関
、
の
に
及
償
権
の
に
等
保

識
》
》
一
癖
需
榊
》
》
》
猫
脇
鮒
舗
州
飴
結
繍
雛

鮒
溺
賄
縮
鍬
倣
棚
縮
繍
鵬
癖
脚
》
伽
》
鞭
》
》
棚
柵
鈍

、
皿
皿
哩
通
唾
Ⅳ
胆
１
ｍ
ｌ
伽
隙
１
脚
１
座
‐
Ⅲ
‐
岡
幽
１
脚
ｈ
陣
‐
い
‐
伽
鵬

(以下略）



少 石川県教育委員会教育長訓令第号

庁中一般

出先機関

教青機関

グループ制に関する運営規程（平成１７年石川県教育委員会教育長訓令第２号）の一部

を次のように改正する。

令和４年月日

石川県教育委員会教育長

別表第２中「生涯学習センター

グノレープの名称

総務グループ、社会教育グループ、学習情報グループ

図書館

グノレープの名称

総務グループ、企画協力グループ、利用サービスグループ

｢生涯学習センター

グノレープの名称

総務グループ、社会教育グループ、学習‘情報グループ

附則

この訓令は、令和４年４月１日から施行する。

－２３－

に改める。

」

を

」



いぅ

会

グループ制に関する運営規程（平成１７年教育委員会教育長訓令第２号）新旧対照表

改正案 現行

別表第２（第４条関係） 別表第２（第４条関係）

(略） (略）

図萱館

グループの名称 グループの名称

■ 総務グループ、企画協力グループ、利用サービスグループ



石川県教育委員会告示第 号

石川県教育委員会事務局等組織規則（昭和４０年石川県教育委員会規則

第５号）第１５条第１項の規定により、令和４年４月１日次のとおり室を

設置した。

１

２

３

令和４年月日

名 称

近世史料編さん室

位 置

金沢市石引４丁目

分掌事務

近世史料の編さんに関すること。

-25-

石川県教育委員会



石川県教育委員会告示第号

保健体育課に所属する職員を令和３年度全国高等学校総合体育

大会開催に関する事務処理のため駐在させる地の指定（令和３年石

川県教育委員会告示第１０号）は、令和４年３月３１日限り廃止した。

令和４ 年 月 日

石川県教育委員会

-26-



日
か
ら
施
行
す
る

石
川
県
教
育
委
員
会
が
所
管
す
る
手
続
等
に
係
る
石
川
県
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に

関
す
る
条
例
施
行
規
則
（
平
成
二
十
年
石
川
県
教
育
委
員
会
規
則
第
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則

こ
の
規
則
は
、
令
和
四
年
四
月

石
川
県
教
育
委
員
会
が
所
管
す
る
手
続
等
に
係
る
石
川
県
行

の
利
用
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

条
を
第
十

０

通
信
技
術
に
よ
る
手
数
料
の
納
付
）

情
報
通
信
技
術
利
用
条
例
第
三
条
第
五
項
に
規
定
す
る
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
方
法
そ
の
他

報
通
信
技
術
を
利
用
す
る
方
法
は
、
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
行
わ
れ
た
申
請
等
に
よ
り
得
ら
れ
た
納

に
よ
り
納
付
す
る
方
法
と
す
る
。

条
と
し

、

第
五
条
か
ら
第
九
条
ま
で
を

第
十

加
え
る

（
情
報

第
五
条

の
情

付
情
報

。

条
ず 政

手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術

一つ

繰
り
下
げ

、

第
四
条
の
次
に
次
の

条
を

-27-



盛

石
川
県
教
育
委
員
会
が
所
管
す
る
手
続
等
に
係
る
石
川
県
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
（
平
成
二
十
年
教
育
委
員
会
規
則
第
九

頁｜織王
り双刀ユの。、詔〈災当奴

封｜郭

認 団災』』詞

鮒 り

リ

則宗碑

ヨ等Ｉま郭 服’第’０

リ

EEI謝

望＝１強

鋼法ｌ電リ '１

鮒

瓶｜弓膳Ｉ処

双刀ユ ６ り ｄ わ 尋 〈 ク q 』 』 ‘

田又坐羽

冊

醗 喉

可序碑

牒
圧

目
の

電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
し
て
処
分
通
知
等
を
行
う
と
き
は
、
当
該
処
分
通
知

-28-

が
あ
ら
か
じ
め
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
し
て
処
分
通
知
等
を
受
け
る
こ
と
を

求
め
た
場
合
は
、
当
該
処
分
通
知
等
を
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
し
て
行
う
こ

と
が
で
き
る
。

号
）
新
旧
対
照
表

第
一
条
～
第
四
条
（
略
）

が
あ
ら
か
じ
め
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
し
て
処
分
通
知
等
を
受
け
る
こ
と
を

求
め
た
場
合
は
、
当
該
処
分
通
知
等
を
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
し
て
行
う
こ

と
が
で
き
る
。

３
教
育
委
員
会
は
、
情
報
通
信
技
術
利
用
条
例
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

（
電
子
情
報
処
理
組
織
に
よ
る
処
分
通
知
等
）

第
対
条
教
育
委
員
会
は
、
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
し
て
行
わ
れ
た
申
請
等
に

対
す
る
処
分
通
知
等
を
行
う
と
き
は
、
当
該
処
分
通
知
等
を
受
け
る
者
が
あ
ら
か

じ
め
書
面
等
に
よ
っ
て
処
分
通
知
等
を
受
け
る
こ
と
を
求
め
た
と
き
を
除
き
、
当

該
処
分
通
知
等
を
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

２
教
育
委
員
会
は
、
前
項
に
規
定
す
る
場
合
の
ほ
か
、
処
分
通
知
等
を
受
け
る
者

（
追
加
）

３
教
育
委
員
会
は
、
情
報
通
信
技
術
利
用
条
例
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
し
て
処
分
通
知
等
を
行
う
と
き
は
、
当
該
処
分
通
知

第
一
条
～
第
四
条
（
略
）

（
電
子
情
報
処
理
組
織
に
よ
る
処
分
通
知
等
）

第
五
条
教
育
委
員
会
は
、
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
し
て
行
わ
れ
た
申
請
等
に

対
す
る
処
分
通
知
等
を
行
う
と
き
は
、
当
該
処
分
通
知
等
を
受
け
る
者
が
あ
ら
か

じ
め
書
面
等
に
よ
っ
て
処
分
通
知
等
を
受
け
る
こ
と
を
求
め
た
と
き
を
除
き
、
当

該
処
分
通
知
等
を
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

２
教
育
委
員
会
は
、
前
項
に
規
定
す
る
場
合
の
ほ
か
、
処
分
通
知
等
を
受
け
る
者

改
正
後
（
案
）

現
行



（
電
磁
的
記
録
に
よ
る
縦
覧
等
）

第
匂
条
教
育
委
員
会
は
、
情
報
通
信
技
術
利
用
条
例
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
、
書
面
等
の
縦
覧
等
に
代
え
て
当
該
書
面
等
に
係
る
電
磁
的
記
録
に
記
録
さ
れ

て
い
る
事
項
又
は
当
該
事
項
を
記
載
し
た
書
類
の
縦
覧
等
を
行
う
と
き
は
、
当
該

事
項
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
方
法
、
教
育
委
員
会
が
所
管
す
る
事
務
所

に
備
え
置
く
電
子
計
算
機
の
映
像
面
に
表
示
す
る
方
法
又
は
電
磁
的
記
録
に
記
録

さ
れ
た
事
項
を
記
載
し
た
書
類
に
よ
る
方
法
に
よ
り
縦
覧
等
を
行
う
も
の
と
す

等
を
書
面
等
に
よ
り
行
う
と
き
に
記
載
す
べ
き
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
事
項
を
、
教

育
委
員
会
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
に
備
え
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
に
記
録
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

４
前
項
の
規
定
に
よ
り
処
分
通
知
等
を
受
け
る
者
が
、
当
該
処
分
通
知
等
を
そ
の

使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
に
備
え
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
に
記
録
す
る
こ
と
が
可
能
と

な
っ
た
時
か
ら
二
十
四
時
間
以
内
に
記
録
し
な
い
場
合
そ
の
他
教
育
委
員
会
が
必

要
と
認
め
る
場
合
は
、
教
育
委
員
会
は
、
書
面
等
に
よ
り
当
該
処
分
通
知
等
を
行

う
こ
と
が
で
き
る
。

５
処
分
通
知
等
が
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
し
て
行
わ
れ
た
場
合
は
、
当
該
処

分
通
知
等
を
受
け
た
者
は
、
教
育
委
員
会
が
認
め
た
と
き
を
除
き
、
当
該
処
分
通

知
等
に
係
る
電
磁
的
記
録
を
複
製
し
、
又
は
複
製
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
。

６
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
し
て
行
わ
れ
た
処
分
通
知
等
を
受
け
た
者
が
、
当

該
処
分
通
知
等
の
返
納
又
は
返
還
を
行
う
と
き
は
、
当
該
処
分
通
知
等
に
係
る
電

磁
的
記
録
を
当
該
処
分
通
知
等
を
受
け
た
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
に
備
え

ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
か
ら
消
去
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

等
を
書
面
等
に
よ
り
行
う
と
き
に
記
載
す
べ
き
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
事
項
を
、
教

育
委
員
会
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
に
備
え
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
に
記
録
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

４
前
項
の
規
定
に
よ
り
処
分
通
知
等
を
受
け
る
者
が
、
当
該
処
分
通
知
等
を
そ
の

使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
に
備
え
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
に
記
録
す
る
こ
と
が
可
能
と

な
っ
た
時
か
ら
二
十
四
時
間
以
内
に
記
録
し
な
い
場
合
そ
の
他
教
育
委
員
会
が
必

要
と
認
め
る
場
合
は
、
教
育
委
員
会
は
、
書
面
等
に
よ
り
当
該
処
分
通
知
等
を
行

う
こ
と
が
で
き
る
。

５
処
分
通
知
等
が
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
し
て
行
わ
れ
た
場
合
は
、
当
該
処

分
通
知
等
を
受
け
た
者
は
、
教
育
委
員
会
が
認
め
た
と
き
を
除
き
、
当
該
処
分
通

知
等
に
係
る
電
磁
的
記
録
を
複
製
し
、
又
は
複
製
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
。

６
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
し
て
行
わ
れ
た
処
分
通
知
等
を
受
け
た
者
が
、
当

該
処
分
通
知
等
の
返
納
又
は
返
還
を
行
う
と
き
は
、
当
該
処
分
通
知
等
に
係
る
電

磁
的
記
録
を
当
該
処
分
通
知
等
を
受
け
た
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
に
備
え

ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
か
ら
消
去
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
電
磁
的
記
録
に
よ
る
縦
覧
等
）

第
対
条
教
育
委
員
会
は
、
情
報
通
信
技
術
利
用
条
例
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
、
書
面
等
の
縦
覧
等
に
代
え
て
当
該
書
面
等
に
係
る
電
磁
的
記
録
に
記
録
さ
れ

て
い
る
事
項
又
は
当
該
事
項
を
記
載
し
た
書
類
の
縦
覧
等
を
行
う
と
き
は
、
当
該

事
項
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
方
法
、
教
育
委
員
会
が
所
管
す
る
事
務
所

に
備
え
置
く
電
子
計
算
機
の
映
像
面
に
表
示
す
る
方
法
又
は
電
磁
的
記
録
に
記
録

さ
れ
た
事
項
を
記
載
し
た
書
類
に
よ
る
方
法
に
よ
り
縦
覧
等
を
行
う
も
の
と
す
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（
電
磁
的
記
録
に
よ
る
作
成
等
）

第
廿
条
教
育
委
員
会
は
、
情
報
通
信
技
術
利
用
条
例
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
、
書
面
等
の
作
成
等
に
代
え
て
当
該
書
面
等
に
係
る
電
磁
的
記
録
の
作
成
等
を

行
う
と
き
は
、
当
該
事
項
を
教
育
委
員
会
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
に
備
え
ら

れ
た
フ
ァ
イ
ル
に
記
録
す
る
方
法
又
は
磁
気
デ
ィ
ス
ク
（
こ
れ
に
準
ず
る
方
法
に

よ
り
一
定
の
事
項
を
確
実
に
記
録
し
て
お
く
こ
と
が
で
き
る
物
を
含
む
。
）
を
も

っ
て
調
製
す
る
方
法
に
よ
り
作
成
等
を
行
う
も
の
と
す
る
。

（
電
磁
的
記
録
に
よ
る
作
成
等
）

第
川
条
教
育
委
員
会
は
、
情
報
通
信
技
術
利
用
条
例
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
、
書
面
等
の
作
成
等
に
代
え
て
当
該
書
面
等
に
係
る
電
磁
的
記
録
の
作
成
等
を

行
う
と
き
は
、
当
該
事
項
を
教
育
委
員
会
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
に
備
え
ら

れ
た
フ
ァ
イ
ル
に
記
録
す
る
方
法
又
は
磁
気
デ
ィ
ス
ク
（
こ
れ
に
準
ず
る
方
法
に

よ
り
一
定
の
事
項
を
確
実
に
記
録
し
て
お
く
こ
と
が
で
き
る
物
を
含
む
。
）
を
も

っ
て
調
製
す
る
方
法
に
よ
り
作
成
等
を
行
う
も
の
と
す
る
。

（
氏
名
又
は
名
称
を
明
ら
か
に
す
る
措
置
）

第
九
条
情
報
通
信
技
術
利
用
条
例
第
三
条
第
四
項
に
規
定
す
る
氏
名
又
は
名
称
を

明
ら
か
に
す
る
措
置
で
あ
っ
て
規
則
で
定
め
る
も
の
は
、
電
子
署
名
（
当
該
電
子

署
名
を
行
っ
た
者
を
確
認
す
る
た
め
に
必
要
な
事
項
を
証
す
る
電
子
証
明
書
が
併

せ
て
送
信
さ
れ
る
も
の
に
限
る
。
）
及
び
第
四
条
第
二
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る

措
置
と
す
る
。

２
情
報
通
信
技
術
利
用
条
例
第
四
条
第
四
項
及
び
同
条
例
第
六
条
第
三
項
に
規
定

す
る
氏
名
又
は
名
称
を
明
ら
か
に
す
る
措
置
で
あ
っ
て
規
則
で
定
め
る
も
の
は
、

電
子
署
名
と
す
る
。

る
。（

そ
の
他
の
手
続
）

（
そ
の
他
の
手
続
）

（
氏
名
又
は
名
称
を
明
ら
か
に
す
る
措
置
）

第
八
条
情
報
通
信
技
術
利
用
条
例
第
三
条
第
四
項
に
規
定
す
る
氏
名
又
は
名
称
を

明
ら
か
に
す
る
措
置
で
あ
っ
て
規
則
で
定
め
る
も
の
は
、
電
子
署
名
（
当
該
電
子

署
名
を
行
っ
た
者
を
確
認
す
る
た
め
に
必
要
な
事
項
を
証
す
る
電
子
証
明
書
が
併

せ
て
送
信
さ
れ
る
も
の
に
限
る
。
）
及
び
第
四
条
第
二
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る

措
置
と
す
る
。

２
情
報
通
信
技
術
利
用
条
例
第
四
条
第
四
項
及
び
同
条
例
第
六
条
第
三
項
に
規
定

す
る
氏
名
又
は
名
称
を
明
ら
か
に
す
る
措
置
で
あ
っ
て
規
則
で
定
め
る
も
の
は
、

電
子
署
名
と
す
る
。

る
０
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第
州
条
教
育
委
員
会
の
所
管
に
係
る
申
請
、
処
分
通
知
、
縦
覧
、
作
成
そ
の
他
の

手
続
（
情
報
通
信
技
術
利
用
条
例
第
三
条
か
ら
第
六
条
ま
で
の
規
定
の
適
用
を
受

け
る
も
の
を
除
く
。
）
に
関
し
、
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
方
法
そ
の
他

の
情
報
通
信
の
技
術
を
利
用
す
る
方
法
に
よ
り
行
う
場
合
に
お
い
て
は
、
同
条
例

及
び
こ
の
規
則
の
規
定
の
例
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

（
委
任
）

第
淵
引
条
こ
の
規
則
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
教
育
委
員
会
が
所
管
す
る
手
続
等

を
、
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
方
法
そ
の
他
の
情
報
通
信
の
技
術
を
利
用

す
る
方
法
に
よ
り
行
う
場
合
に
必
要
な
事
項
は
、
別
に
定
め
る
。

第
刈
条
教
育
委
員
会
の
所
管
に
係
る
申
請
、
処
分
通
知
、
縦
覧
、
作
成
そ
の
他
の

手
続
（
情
報
通
信
技
術
利
用
条
例
第
三
条
か
ら
第
六
条
ま
で
の
規
定
の
適
用
を
受

け
る
も
の
を
除
く
。
）
に
関
し
、
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
方
法
そ
の
他

の
情
報
通
信
の
技
術
を
利
用
す
る
方
法
に
よ
り
行
う
場
合
に
お
い
て
は
、
同
条
例

及
び
こ
の
規
則
の
規
定
の
例
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

（
委
任
）

第
判
条
こ
の
規
則
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
教
育
委
員
会
が
所
管
す
る
手
続
等
を
、

電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
方
法
そ
の
他
の
情
報
通
信
の
技
術
を
利
用
す
る

方
法
に
よ
り
行
う
場
合
に
必
要
な
事
項
は
、
別
に
定
め
る
。
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公
立
学
校
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
十
一
年
石
川
県
教
育
委
員
会
規
則
第
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

２
改
正
前
の
別
記
様
式
の
規
定
に
基
づ
い
て
作
成
し
た
用
紙
は
、
な
お
当
分
の
間
、
所
要
の
調
整
を
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
副

（
施
行
期
日
）

（
経
過
措
置
）

別
記
様
式
中

１
こ
の
規
則
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

公
立
学
校
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

則

『
回
室
岡
幅
回
・
同
Ⅱ

に
改
め
る
。
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○
公
立
学
校
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
一
一
一
十
一
年
石
川
県
教
育
委
員
会
規
則
第
九
号
）
新
旧
対
照
表

3３

別記擢式〔第S郵側隈〕

(その1）

〔年月分）

樗殊勤務手当実瞳簿

学佼

慰

２６名

……｣….……L….｣……Ｉ

に…r……T……T……r………r……１－…Ｉ

(その2）

（年度分）

持殊勤務手当実岐鋳

学恢

慰主任寺名

氏名

l……｣……L､………上……L……………………」

r……I……r…診……1｢一…『一…….…………’
注この梼尉勤務手琴E峡嫁は､条例第５条暢学年学鞍担当手当及び第10桑の7(政育業

謡壷焔掘墜手当〕に鯛定する手当の実咳塞E壁するものであること．

唾
》

月日

(醒日）

持殊勤務

手当の種類

勤務の

内吉 （

礎毒詩間

時分）
》
》

Ｉ鰹冒

から

哀で

（時分）

鴻鳥 月
持殊勤務

手当の獲頬
勤務日数 捌 要

改
正
案

別記倭式(第８調濁焦）

(その1）

（年月分）

持殊勤務手当実峻涛

学佼

職

氏名

………1………L……!………｣……｣……Ｉ

｢……1….…T………r…~r………1……T……’

(その2）

（年度分〕

持殊勤務手当実瞭簿

学校

職主任等名

氏 名

｢…一丁…~｢一………Ｔ……1一一…………………Ｉ
注この梼携勤務手当塁E砿鏡は､条例第５案(参学年学級担当手当及び第１0条の7(改育薬

猿j5路指導手当)に規定する手当の実§員差E製するものであること．

》
》

月 日

(醒臼）

持殊勤務

手 当 の 種 類

勤 務 の

内害

綴

（

事B寺閤

時分〕
土人印 ｵﾛ雲

から
嚢で

（時分）

》
》

月
待殊勤務

手当の種類
勤務日数 掘 要

現

行



石川県教育委員会訓令第号

庁中一般

出先機関

学校以外の教育機関

石川県教育委員会事務局等職員健康管理規程（昭和５５年石川県教育委員会訓令第１号）

の一部を次のように改正する。

令 和４年月日

石川県教育委員会

別記様式第１号中「殿」を「様」に改め、「④」を削る。

別記様式第２号中｢殿｣を｢様｣に改め、「国｣を削り、
「職「 職

氏名⑳」を氏名」に改める。

別記様式第３号から別記様式第５号までの規定中「殿」を「様」に改め、「④」を削る。

別記様式第６号中｢殿｣を｢様｣に改め、「回｣を削る。

附則

(施行期日）

１この訓令は、令和４年４月１日から施行する。

(経過措置）

２この訓令による改正前の石川県教育委員会事務局等職員健康管理規程の規定に基づい

て作成した用紙は、なお当分の間、所要の調整をして使用することができる。

－３４－



謡

石川県教育委員会事務局等職員健康管理規程（昭和５５年石川県教育委員会訓令第１号）新旧対照表

改 正案

別記様式第１号(第12条関係）

健康診断免除 申 請 書

別紙診断書のとおり、（）健康診断と同種の健康診断を受けてい

ますので、当該健康診断の免除を申請します。

石川県教育委員会教育長様

所属

職

氏名

別記様式第２号(第12条関係）

健康診断不参加届出書０

年月日

（ ）健康診断を下記の理由で受診できないので届け出ます。

ｌ傷病の場合

傷病名（）

上記のとおり証明する”

２出張の場合

用件

行き先

記

医師氏名、

期間年月日から年月日まで

上記のとおり証明する。

所属長

３その他

年月日

石川 県教育委員会教育長様

所属

職

氏名

現 行

別記様式第１号(第12条関係）

健康診断免除申請番

別紙診断書のとおり、（）健康診断と同種の健康診断を受けてい

ますので、当該健康診断の免除を申請します。

石川県教育委員会教育長殿

別記様式第２号(第12条関係）

年月日

所属

職

氏名 一EIL

健康診断不参加届出書

（）健康診断を下記の理由で受診できないので届け出ます‘，

ｌ傷病の場合

傷病名（ ）

上記のとおり証明する．

２出張の場合

用件

記

医師氏名 ⑥

行き先

期間年月日から年月日まで

上記のとおり証明する。

３その他

石川県教育委員会教育長壁

所属長国

年 月 日

所属

職

氏名 一｡



別記様式第３号(第13条関係）

疾 病届出書

私は、 年 月 日 病 名 （ ） と 診 断 されましたので届け出ます。

年月日

石川県教育委員会教育長鐘

所属

職

氏名

別記様式第４号(第１５条関係）

病状経過報 告書

詩
病状の経過を下記のとおり報告します｡

記

病 名

現在の病 状

将来の見込み

摘 要

年月日

石川県教育委員会教育長様

所属

職

氏名

別記様式第３号(第13条関係）

疾病届出書

私は、年月日病名（）と診断されましたので届け出ます。

年月日

石川県教育委員会教育長壁

所属

職

氏名⑳

別記様式第４号(第15条関係）

病状経過報告書

病状の経過を下記のとおり報告します。

記
e

病 名

現在の病状

将来の見込み

摘 要

石川県教育委員会教育長殿

〆

年 月日

・所属

職

氏名一画



別記様式第５号(第１６条関係）

職務 復 帰 承認申請書

私は、年月日から病気療養していましたが、別紙診断書のとおり回復しま

したので、職務復帰を承認されるよう申請します。

年月日

石川県教育委員会教育長鐘

所属

職

氏名

別記様式第６号(第17条関係）

職務復帰者状況報告書

雪
(第回）

l職．氏端

観察出勤期間 年月日か ら 年 月 日 ま で

勤務の状況

身体の状況

その他

参考事項

年月日

石川県 教 育 委 員 会 教 育 長 様

所属長

別記様式第５号(第16条関係）

職務復帰承認申請書

私は、年月日から病気療養していましたが、別紙診断書のとおり回復しま

したので、職務復帰を承認されるよう申請します。

年月日

石川県教育委員会教育長壁

所属

職

氏名」動

別記様式第６号(第17条関係）

職務復帰者状況報告書

(第回）

職 ・ 氏 名

観察出勤期間 年月日から年月日まで

勤務の状況

身 体 の 状 況

その他

参考事項

年月日

石川県教育委員会教育長壁

所属長 画



石川県教育委員会教育長訓令第号

庁中一般

出先機関

教育機関

石川県教育関係職員被服貸与規程（昭和38年石川県教育委員会教育長訓令第１号）の一

部を次のように改正する。

令和４年月日

石川県教育委員会教育長

第１条中「第２条第１項第１号」を「第２条第１項」に改める。

別表８の項中
「

を に改める。

」 」

別記第１号様式中

'属[罰!"'両震Ｉ に、

「

鱗|窒鳳菅
担当者

受領印

「

を
」

被貸与者

受領確認|窒鳳菅
担当者

受領確認 に改め、
」

同様式備考３中「担当者受領印」を「担当者受領確認」に改める。

別記第２号様式中

『厩閏』謬睡詞 に改める。

附則

(施行期日）

１この訓令は、令和４年４月１日から施行する。

(経過措置）

２この訓令による改正前の石川県教育関係職員１この訓令による改正前の石川県教育関係職員被服貸与規程の規定に基づいて作成した

用紙は、なお当分の間、所要の調整をして使用することができる。

－３８－



冒川県教育関係職員被服貸与規程（昭和38年秒 会教育涙

冒川県11醗昌１示麺 招木ロ２４年七白 川 県 職 員 扉 謝グ)控 ７］得不胆

条第１項第５号及び石川県教職員定数条例（昭和４４年王叉び石 川 県 教 職 員 定 数 条 例 （ 昭 和 ４ ４

写ロ腸‘ r7〕至引竪号程

石川県教育関係職員被服貸与規程（昭和38年教育委員会教育長訓令第１号）新旧対照表

罫ｴ自券ｆ置孜。令多ｒlこ奴

茜

別表（第２条関係）

2号）第２条第１項第５号及び石川県教職員定数条例（昭和44年石

第１条この規程は、石川県職員定数条例（昭和24年石川県条例第’第１条この規程は、石川県職員定数条例（昭和24年石川県条例第１

１２号）第２条第１項第５号及び石川県教職員定数条例（昭和４４

年石川県条例第１３号）第２条第１項一に規定する職員（以下

｢職員」という。）の業務遂行上必要とする被服の貸与に関し、必

要な事項を定めることを目的とする。 事項を定めることを目的とする。

川県条例第13号）第２条第１項第１号二に規定する職員（以下「職

員」という。）の業務遂行上必要とする被服の貸与に関し、必要な

別表（第２条関係）

改正後（案） 現行

番号 被貸与者の範囲

所属 被貸与者

貸与品の種類 数量 標準

年数

備考

1～７（略）

８ 各課、出先

機関及び

教育機関

等共通

自動車運転

手

調理士

炊事婦（夫）

労務職員

作業服

ゴム長靴

調理衣（上・下）

ゴム長靴

作業服

雨外とう

ゴム長靴

１
１

３
２

１
１
１

３
３

１
３

１
２
２

女子職員の調

理衣（下）につ

いては、貸与数

量を2着とす

血一

番号 被貸与者の範囲

所属 被貸与者

貸与品の種類 数量 標準

年数

備考

1～７（略）

８ 各課、出先

機関及び教

育機関等共

通

自動車運転

手

調理士

炊事婦（夫）

労務職員

作業服

ゴム長靴

調理衣（上・下）

ゴム長靴

作業服

雨外とう

ゴム長靴

１
１

３
２

１
１
１

３
３

１
３

１
２
２



別記第１号様式
別記第１号様式

←
‐

個人別貸与品台帳

被貸与者
所 属

侭里盈L▽l＋極Z狸１
職名 氏名

所属

長遮

墾

担当

者壁

認

貸与

品名

標準

年数

貸与

年月日

標準年数

満了

年月 日

被貸与
者受領

壁塾

返納

年月日

担当

者受

領壁
墨

摘要

備考ｌこの台帳は個人毎に所属長が作成すること。

２標準年数満了年月日は、あらかじめ朱書すること。

３返納年月日及び担当者受領壁塾の欄は、規程第6条に規定する場合に記入し、

摘要欄にその事由を記入すること。

個人別貸与品台帳

被貸与者
所 属

(課名又は係名）
職名 氏名

属
里

所
長

轄
誼

貸与

品名

標準

年数

貸与

年月日

標準年数
満了
年月日

被貸与
者受領
印

返納

年月日

担当

者受
領印

摘要

備考ｌこの台帳は個人毎に所属長が作成すること。

２標準年数満了年月日は、あらかじめ朱書すること。

３返納年月日及び担当者受領里の欄は、規程第6条に規定する場合に記入し、摘

要欄にその事由を記入すること。



全

別記第２号様式

品名

所属

長確

塾

担当

者壁

塾

貸与品受払簿

年月日 受入高 計 払出高 計 現在高 摘要

別記第２号様式

品名

所属

長里

担当

者里
年月日

貸与品受払簿

受入高 計 払出高 計 現在高 摘 要



石川県教育委員会教育長訓令第号

庁中一般

出先機関

教育機関

石川県教育委員会公用車管理規程（昭和５９年石川県教育委員会教育長訓令第１号）の
一部を次のように改正する。

令和４年月日

石川県教育委員会教育長

第８条第１項中「第７４条の２第１項」を「第７４条の３第１項」に改める。
第１０条中「第７４条の２第３項」を「第７４条の３第５項」に改める。

別記様式第'号中｢殿｣を｢様｣に改め、「画｣を削る。
別記様式第３号中「⑳」を削る。

別記様式第４号中｢殿｣を｢様｣に改め、「回｣を削る。

附則

（施行期日）

１この訓令は、令和４年４月１日から施行する。
（経過措置）

２この訓令による改正前の石川県教育委員会公用車管理規程の規定に基づいて作成した
用紙は、なお当分の間、所要の調整をして使用することができる。

-42-



全

石川県教育委員会公用車管理規程（昭和５９年石川県教育委員会教育長訓令第１号）新旧対照表唱和５９年石ﾉ||県教育委員会教育長訓令

改正案

第１章総則

(趣旨）

第１条～第３条（略）

第２章管理組織

(管理の総括）

第４条～第７条（略）

(安全運転管理者等）

第８条公用車の安全な運転に必要な業務を行わせるため、道路交通法

(昭和３５年法律第105号）第７４条の３第１項の規定により、道路交通

法施行規則（昭和３５年総理府令第６０号。以下「施行規則」という｡）第

9条の８第１項に規定する台数以上の公用車が配置されている所属に安

全運転管理者(同条第２項に規定する台数以上の公用車が配置されている

所属にあっては、安全運転管理者及び副安全運転管理者）を置く。
2～３（略）

(整備管理者）

第９条（略）

(報告及び届出）

第１０条公用車が配置されている所属長は、第５条、第８条又は第９条

の規定により運行管理者､副安全運転管理者又は整備管理者を選任したと

きは、速やかにその旨を運行管理者等選任報告書（別記様式第１号）によ

り、庶務課長を経由して教育長に報告するとともに、安全運転管理者、副

安全運転管理者又は整備管理者については、 道路交通法霊７４条の３第５

項又は車両法第５２条の規定により、公安委員会又は陸運局長に対し所定一

現行

第１章総則

(趣旨）

第１条～第３条（略）

第２章管理組織

(管理の総括）

第４条～第７条（略）

(安全運転管理者等）

第８条 公用車の安全な運転に必要な業務を行わせるため、道路交通法

(昭和３５年法律第105号）第74条の2第１項の規定により、道路交通

法施行規則（昭和３５年総理府令第６０号。以下「施行規則」とい フ ◎ ）第

9条の８第１項に規定する台数以上の公用車が配置されている所属に安
全運転管理者(同条第２項に規定する台数以上の公用車が配置されている

所属にあっては、安全運転管理者及び副安全運転管理者）を置く。
２～３（略）

(整備管理者）

第９条（略）

(報告及び届出）

第１０条公用車が配置されている所属長は、第５条、第８条又は第９条

の規定により運行管理者､副安全運転管理者又は整備管理者を選任したと

きは、速やかにその旨を運行管理者等選任報告書（別記様式第１号）によ

り、庶務課長を経由して教育長に報告するとともに、安全運転管理者、副

安全運転管理者又は整備管理者については、 道路交通法第７４条の２第３‐
里又は車両法第52条の規定により、公安委員会又は陸運局長に対し所定



』
』

の届出を行わなければならない。

(以下略）

別記嫌式第１号(第10条関係）

運行管理者等選任報告書

石川県教育委員会教育長様

車両運行

次の者を(副)安全運転管理者として選任したので報告します。
整備

所属長氏名

年月日

所属名
管理対象車両

(保有台数）

所 在地 種別 台数

理者

職名

欝塘

生年月日

年月日

選任

年月日

年月日

合計

の届出を行わなければならない。

(以下略）

別記様式第１号(第10条関係）

運行管理者等選任報告書

石川県教育委員会教育長殿

車両運行

次の者を(副)安全運転管理者として選任したので報告します。
整備

所属長氏名

年 月 日

垣、

所属名 管理対象車両

(保有台数）

所 在 地 種別 台数

§脇詐雲

職名

ふワ

氏
“
名

生年月日

年月日

選 任

年月日

年月日

合計



一
色向

別記様式第３号(第15条関係）

公務・公務外の別

耶故発生日時

耶故発生場所

県教育委員会・相手

方の別

車 髄

乗 車者

(運蛎者）

(同乗者）

（〃）

（〃）

事故による

県教育委員

会及び相手

方の損害

人的損害

の程度

物的損害

の程度

事故の概要

事故発生後措侭した

事 項

事故に対する所属長

及び相手側の見解

自動車事故報告 書

所 属 長

公務・公務外 公用車・私用車の別 公用車・私用車・その他

年 月日時分

県教育委員会側 相手方

車両名 登録番号 車 両 名 登録番号

所属職名 氏 名 年齢 住所 氏名 年齢

(現場略図）

別記様式第３号(第15条関係）

公務・公務外の別

砺故発生日時

事故発生場所

県教育委員会・相手

方の別

車 菰

乗車者

(運転者）

(同乗者）

（〃）

（〃）

事故による

県教育委員

会及び相手

方の損害

人的損害

の程度

物的損害

の程度

事故の概要

事故発生後措歴した

事 項

事故に対する所属長

及び相手側の見解

自動車事故報告啓

所属長 ⑳
－

公務・公務外 公用車・私用車の別 公用車・私用車・その他

年 月日時分

県教育委員会側 相手方

車両名 笠録番号 車 両名 壁録番号

所属職名 氏 名 年齢 住斯 氏名 年齢

(現場略図）



一
○う

別記様式第４号(第16条関係）

年度公用車管理及び使用状況報告書

石川県教育委員会教育長鐘

所属長氏名

次のとおり公用車の管理及び使用状況存報答Ｌ士寺

種別 登録番号 峨入年月日 使用日数

年月日 日

走行距離

年間

走行距離

kｎ

走行累計

kｎ

年月日

定期・臨時

点検整備

実施年月日

年月日

年月日

備考

『ユニ』

唾、口認媒U､疋汀距離碗は専任の運転手以外の職員による数値を（）内書きとし
て上段に記入すること ｡

２備考棚には年度途中における自動車の異動の年月 日及び理由を記入すること ｡

別記様式第４号(第16条関係）

年度公用車管理及び使用状況報告書

石川県教育委員会教育長壁

所属長氏名

次のとおり公用車の管理及び使用状況券報告Ｌ字す

種別 登録番号 購入年月日 使用日数

年月日 日

走行距離

年間

走行距離

kｎ

走行累計

kｎ

年月日

定期・臨時

検整備

実施年月日

年月日

年月日

画

備考

1ヨら人

唾、口翠媒Ｕ､画丁配離剛は専仕の運転手以外の職員による数値を（）内書きとし
て上段に記入すること 。

２備考欄には年度途中における自動車の異動の年月 日及び理由を記入すること。



石川県教育委員会教育長訓令第号

県 立 学校

石川県立学校職員健康管理規程（平成15年石川県教育委員会教育長訓令第３号）の一部

を次のように改正する。

令和４年月日

石川県教育委員会教育長

別記様式第１号中｢殿｣を｢様｣に改め、「国｣を削り、「第１３条第１項第２号｣を
「第１３条第１項第３号」に改める。

別記様式第２号から別記様式第４号までの規定中｢殿｣を｢様｣に改め、「国｣を削る。
別記様式第５号及び別記様式第６号中「殿」を「様」に改め、「⑳」を削る。

別記様式第７号中｢殿｣を｢様｣に改め、「画｣を削る。
別記様式第８号中「殿」を「様」に改め、「⑳」を削る。

別記様式第９号中｢殿｣を｢様｣に改め、「国｣を削る。
別記様式第１０号から別記様式第１２号までの規定中「殿」を「様」に改め、「⑳」を

削る。

別記様式第１３号及び別記様式第１４号中｢殿｣を｢様｣に改め、「国｣を削る。

附則

(施行期日）

１この訓令は、令和４年４月１日から施行する。

(経過措置）

２この訓令による改正前の石川県立学校職員健康管理規程の規定に基づいて作成した用

紙は、なお当分の間、所要の調整をして使用することができる。

-47-



』
』

○石川県立学校職員健康管理規程（平成１５年石川県教育委昌今封書再訓令篭只呈）茎芹1口鉾R亙圭

改正案
現行

Nll紀搬式輔1号(苑5条側係）

禰川ﾘ;L敬淵婆脱会教育長煙

学校長

衛生管理者選任報告

石川県立学佼職固雌脈管理規程第５粂鋪3噸の規定により、

記

文魯番号

年月日

下肥のとおり報告します．

小勝所の伽煩 那務所の名称 耶務所の所在地(冠話） 聯員数

教育 男

人

女

人

計

人

※ 労働安全術生jjullI猟１３条第１項麹号に掲げる業務に従郡する噸員数

イ ロ ノ、 二 ホ J、 l、 チ リ ヌ ノレ ヲ ワ 力 計

氏 名 性別 年齢 選任年月日 担当すべき職務 他に有する業務

渉轄塀項

別肥槌式第１号(第5条関係）

石川県敏育委員会教育長壁

文排稀号

年月日

学校長個､－

術生管理者選任組告

石川県立学校職瓜雌廠管理規程節5条輔3項の規定により、

妃

下記のとおり綴告します．

郡務所の細類 耶務所の名称 唾務所の所在地(弛緬） 職 員 数

教育 男

人

女

人

冊

人

※労働安全術生規則第13条第１項第２号に掲げる典務に従郡する職jq数

イ ロ 〃、 二 ホ J、 卜 チ リ ヌ ﾉレ ヲ ワ 力 計

一
一

一
■

一
一

氏 名 性別 年齢 選任年月日 担当すべき職務 他に有する業務

参考蛎項



←
ヒロ

別化繊式蛎2号(第６粂間係）

石川県敬育継倒会敬育艮遮

学校長

衛生推進者選任蝿告

文捗稀号

年月日

ｲ1i川職拠学校職t‘i雌服管理岨隈節6条第３項の規定により、下記のとおり報告します。

.Y：唆*，

竿絞所椛地

職貝数 男 子 人

術生推進着 職・氏名

峨 考

記

女子 人

年齢

合計人

選任
年月日

年月日

別記様式第２号(第6条関係）

石川県教育委員会教育長段

文出番号

年月日

学佼長耐

衛生推進者選任輔告

石川県立学校職員健康管理規程第6条第３項の規定により、下記のとおり報告します。

学校名

学校所在地

職員数 男子人

衛生推進者 職・氏名

傭．考

記

女 子 人

年齢

合叶人

避任

年月日
年月日



望

別紀操沌飾3割．(節8条I側係）

狗川拙牧育渉貝金牧育畏座

学佼長

文蒋番号

年月日

術仲.霧隣会股股憾告神

4【j川靴､X＊佼鞭OMill服幡馴脱職諏8条擁5項の唄定により．、下記のとおり細告します。

役馴

鴇薗膿

(学佼促）

盗・尚

(燃鮭硲川1鴎）

霧 側

(脚I彼補鰍禍．）

記

暁名 氏名

別紀犠式第３号(露8条関係）

石川凧教育委員会敦宥長壁

文諜岱号

年月日

学校長両

衛生霧田会設腫報告柵

石川県立学校職員健祇智理規程鯛8条鰯5項の規定により、下記のとおり報嵩します．

役職

委貝長

(学校長）

委員

(保健管理医）

委員

(衛生管理者）

記

職名 氏姑



望

別記搬式第４号(鋼8条、鯛9条側係）

澗川帆紬瀞櫓例食戦青良座

学校長

師化委員会帝識締果側告誹

文瞥誹号

竿月日

石川！,極学校職脳雌鵬管珊岨磯蕊8粂掘6項(館9条第２頃)の脱定により、下記のとおり側
渋します．

WIlIIi：日崎

川脇婆、

韮麺

安全術生符雌

上誼嬰な邪項

醐 零

記

61息月、（）時分から時分まで

人 (欠脱霧民人）

別記槻式第４号(第8条、鰯9条関係）

石川県教育委員会敬育長壁

文縛橘号

年月日

学校長 一画]一

術生委例会群錨結果剛告誹

石川県立学校職員雌販智理規程第8条第６項(姉9条第２項)の規定により、下記のとおり慨
告します．

洲 悩日 時

山 脇 委 瓜

遜題

安全術生智理

上虹要な耶項

鮒 写

記

年月日（）時分から吋分まで

人(欠席委閲人）



別記嫌式錨5号(粥17条間係〉

別記標式第５号(第17条関係）

雌脈診 断免除申謂盤．

健康診断免除申納群

石川鼎逆学校職員雌服管理規穐第17条第３項の規定により、別紙診断恋のとおり、（

)雌服診断と同稲の雌服診断を受けていますので、当該健康診断の免除を申 石川県立学校職員健康管理規程第17条第３項の規定により．別紙診断将のとおり、（

鮒します． )健康診断と同菰の健康診断を受けていますので、当砿健康診断の免除を'1１

諭します．

年月日

年月日

縄 布川兇戦青銭戯会戦青長様

石川県教育委員会教育長壁

学校調

学佼名

職

I髄

氏器

氏 名 ＝ ⑳ －



認

別龍概式鋪6器〈節17条MH係）

健峨診断不参加届出排

術川蝋璽学校職、随脈腎理規磯節17粂輔4噸の規定により、（）陀康
総断をF記”鋤11で受鯵できないので届け出ます。

ｲI川ﾘ,L敬門郡睡執甫災埋

学牧名

職

氏妬

妃

Ｉ撫禰の勘合咲綱翁（）

２flI畑の鰯合用件（）

行き先（〉

年月日

川ｌＷＩ（ｆＩ畠月日から年月日まで）

３その他理由（）

鱗桝少叫山による鰯合は、ｌ魁師の鯵斯1M;<柾明〕を添付すること．

別記梯式那6号(第１７条関係）

純碓診断不参加届出将

石川県立学校職風健康符理規程第17条第４項の規定により

診断を下記の理由で受鯵できないので届け出虫す．

町 （ 〉雌臓

年月、

石川脇敦背婆個会戦背長殿

学佼名

職

氏名 一錘

妃

ｌ疾痢の場 合疾病名〈）

２出弧の場合用件（〉

行き先（）

期問（年月間から年月日寵で）

３その他理由（）

疾病の理由による賜合は、医師の診断勘(碓明)を添付する二と ｡



〔Ｊ１

←

別記様式第７号（第１８条関係）

石川県教育委員会教育長登

疾病届出

学校長

文書番号

年 月 日

番 ．

石川県立学板職員健康管理規程第１８条第１項の規定により、下記のとおり届け出ます６

記

ｌ職・氏名一一（ 男 ・ 女 ）

２傷病名

３休 暇 の 期 間 年 月 日 から年月日まで

４学校長所見

医師の診断饗を添付すること。

別記様式第７号（第18条関係）

石川県教育委員会教育長壁

疾病届出啓

文書番号

年月日

学校長園

石川県立学校職員健康管理規程第18条第１項の規定により、下記のとおり届け出ますｂ

記

１ 職 ・ 氏名一一（男・女）

２傷病名

３ 休暇の期間年月日から年月日まで

４学校長所見

医師の診断書を添付すること。



別記|叢式第８号（第18条関係） 別記様式第８号（第18条関係）

疾病届出番 疾病届出番

別紙診断書記峨の病名のとおり診断されましたので、届け出ますｂ 別紙診断書記戟の病名のとおり診断されましたので、届け出ますも

年月日 年月日

学校名 学校名

職 職

氏名
氏 名⑳

囲
石川県教育委員会教育長盛 石川県教育委員会教育長殿



g：

別記様式第９号（第18条関係）

石川県教育委員会教育長様

文書番号
年月日

学校長

職員の休職について（内申）

石川県立学校職員健康管理規程第18条第２項の規定により、 下記のとおり内申します６

職・氏毛

休職期間

体I職の華山

現在の病状等

学校長所見

記

生年月日

年齢
年月日

（ 歳 ）

年月日から年 月日まで（年月）

別記様式第９号（第18条関係）

石川県教育委員会教育長殿

文書番号
年月日

学校長園

職員の休職について（内申）

石川県立学校職員健康管理規程第18条第２項の規定により、 下記のとおり内申します。

記

職・氏名 生年月日

年齢
年月日

（歳）

休職期間 年月 日 か ら 年 月 日 ま で （ 年 月 ）

休職の事由

現在の病状等

学校長所見



函
『

別記様式第１０号（第２０条関係）

病状経過報 告 書

石川県立学校職員健康管理規程第20条第２項の規定により、

石川県教育委員会教育長様

記

学校名

下記のとおり報告しますｂ

職・氏名

年月日

休職〔/)期間年月日から年月日まで

傷病名

現状の病状

医師の診断書を添付-すること。

別記様式第１０号（第20条関係）

病状経過報告番

石川県立学校職員健康管理規程第20条第２項の規定により、

石川県教育委員会教育長壁

記

学校名

下記のとおり報告しますｂ

年月日

職・氏名⑳

･休職の期間年月日から年月日まで

傷病名

現状の病状

医師の診断書を添付すること。



別記様式第11号（第21条関係） 別記様式第11号（第21条関係）

職務復帰承認申請書 職務復帰承認申請書

石川県立学校職員健康管理規程第21条第１項の規定により、下記のとおり申請しますｂ 石川県立学校職員健康管理規程第21条第１項の規定により、下記のとおり申請しますも

年月日
石川県教育委員会 教 育 長 遼 ． 石川県教育委員会教育長壁

年月日

学校名
学校名

職・氏名
職・氏名⑳

記
記

休職 の期間年月日から年月日まで 休職の期間年 月 日 か ら 年 月 日 ま で

休職の事由 休職の事由

認
出勤年月日年月日 出勤年月日年月日

医師の診断書を添付すること 医師の診断書を添付すること



別記様式第12号（第21条関係） 別記様式第１２号(第21条関係）

復 職願 復職願

別紙診断番記赦の病名のため休職中のところ病状が経過良好で全快したと思いますの
で復職させてくださるよう願い出ますも

・別紙診断番記戦の病名のため休職中のところ病状が経過良好で全快したと思いますの
で復職させてくださるよう願い出ますも

年月日 年 月 日

学校名 学校名

職
職

氏名
氏 名 ③

畠
石川県教育姿員会教育長様

石川県教育委員会教育長殿



別記様式第１３号（第21条関係）

文書番号
年月日

石川県教育委員会教育長捷

学校長

職員の復職について（内申）

石川県立学校職員健康管理規程第21条第２項の規定により、下記のとおり内申しますも

記

職・氏名 生年月日

年齢
年 月 日

（ 歳 ）

休職期間 年月日から年月 日 ま で （ 年 月 ）

休職の事由

＝ 学校長所見

別記様式第13号（第21条関係）

石川県教育委員会教育長殿

文書番号

年月日

学校長画

職員の復職について（内申）

石川県立学校職員健康管理規程第21条第２項の規定により、下記のとおり内申します６

職・氏名

休職期間

休職の事由

学校長所見

記

生年月日

年齢
年月日

（歳）

年月日から年月日まで（年月）



別記様式第１４号（第22条関係）
別記様式第14号（第22条関係）

観察報告書
観察報告香

学校名 職名

氏名 生年月日 年月日生
満涛

現住所 性別 男．女

休職等の期間 年月 日 から年月日まで
傷病名

学校名 職名

氏名 生年月日 年月日生
満諜

現住所 性別 男．女

休職等の期間 年月日から年月日まで

傷病名

現在の病状等
現在の病状等

勤務内容・状況
勤務内容・状況

学校長 所 見
学校長所見

姉 考
備考

雪
上記のとおり報告しま魂

年月日

石川県教育委員会教育長運
学校長氏名

"上記のとおり報告します。
年月日

石川県教育委員会教育長殿
学校長氏名 画



第
四
号
様
式
中
一
束
蝋
雌
」
を
一
索

（
石
川
県
立
特
別
支
援
学
校
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
条
石
川
県
立
特
別
支
援
学
校
規
則
（
昭
和
四
十
年
石
川
県
教
育
委
員
会
規
則
第
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
三
条
第
一
項
中
「
保
護
者
」
を
「
保
護
者
等
（
入
舎
し
、
又
は
退
舎
し
よ
う
と
す
る
者
が
、
未
成
年
で
あ
る
場
合
は
親
権
を
行
う
者
、
成
年
で
あ
る

場
合
は
成
年
に
達
す
る
日
ま
で
親
権
を
行
っ
て
い
た
者
を
い
う
。
）
」
に
改
め
る
。

第
三
条
石
川
県
立
中
学
校
規
則
（
平
成
十
五
年
石
川
県
教
育
委
員
会
規
則
第
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
三
条
第
一
項
中
「
、
男
女
の
別
」
を
削
る
。

２
第
一
条
の
規
定
に
よ
》

用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

１
こ
の
規
則
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
石
川
県
立
中
学
校
規
則
の
一
部
改
正
）

（
石
川
県
立
高
等
学
校
規
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条
石
川
県
立
高
等
学
校
規
則
（
昭
和
三
十
七
年
石
川
県
教
育
委
員
会
規
則
第
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
三
条
第
一
項
中
「
、
男
女
の
別
」
を
削
り
、
同
条
第
二
項
中
「
保
護
者
」
を
「
保
護
者
等
」
に
改
め
る
。

第
十
四
条
の
前
の
見
出
し
中
「
保
護
者
」
を
「
保
護
者
等
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

こ
の
規
則
に
お
い
て
保
護
者
等
は
、
入
学
を
許
可
さ
れ
た
者
が
、
未
成
年
で
あ
る
場
合
は
親
権
を
行
う
者
（
親
権
を
行
う
者
の
い
な
い
と
き
は
、
後
見

人
又
は
後
見
を
行
う
者
）
、
成
年
で
あ
る
場
合
は
成
年
に
達
す
る
日
ま
で
親
権
を
行
っ
て
い
た
者
（
親
権
を
行
っ
て
い
た
者
の
い
な
い
と
き
は
、
後
見
人

で
あ
っ
た
者
又
は
後
見
を
行
っ
て
い
た
者
）
と
し
、
保
証
人
は
、
独
立
の
生
計
を
営
む
成
年
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
五
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
十
六
条
、
第
十
八
条
第
一
項
、
第
二
十
条
第
二
項
並
び
に
第
二
十
九
条
中
「
保
護
者
」
を
「
保
護
者
等
」
に
改
め
る
。

第
四
号
様
式
中
「
索
聯
雌
」
を
「
索
聯
雌
蛎
」
に
改
め
る
。

（
経
過
措
置
）

附
可

（
施
行
期
日
）

石
川
県
立
高
等
学
校
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
石
川
県
立
高
等
学
校
規
則
第
四
号
様
式
の
規
定
に
よ
り
作
成
し
た
用
紙
は
、
な
お
当
分
の
間
、
所
要
の
調
整
を
し
て
使

則

6２



○
石
川
県
立
高
等
学
校
規
則
（
昭
和
三
十
七
年
石
川
県
教
育
委
員
会
規
則
第
三
号
）

新
旧
対
照
表

-63-

第
一
条
～
第
十
二
条
（
略
）

第
十
三
条
入
学
を
許
可
さ
れ
た
者
は
、
許
可
さ
れ
た
日
か
ら
一
一
十
日
以
内
に
、

誓
約
書
（
第
四
号
様
式
）
に
住
民
票
の
記
載
事
項
の
う
ち
、
氏
名
、
出
生
の
年

月
日

れ
ば
な
ら
な
い
。

及
び
住
所
を
証
す
る
書
類
を
添
え
て
、
校
長
に
提
出
し
な
け

２
前
項
の
誓
約
書
に
は
、
側
謝
詞
旬
謂
及
び
保
証
人
が
連
署
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
◎

周
期
調
旬
割
及
び
保
証
人
）

第
十
四
条
。
耐
卿
副
則
固
封
制
Ⅷ
可
側
劉
園
創
謂
は
、
入
学
を
許
可
さ
れ
た
者
料
１
川
洞

２

嗣
鋼
制
割
劉
創
罰
司
剛
親
権
を
行
う
者

（
親
権
を
行
う
者
の
い
な
い
と
き
は
後
見

人
、
又
は
後
見
を
行
う
者
）
１
割
四
判
司
捌
割
劉
矧
可
倒
劇
倒
制
割
哨
詞
引
削
剥
判
制
剥
桐

引
糾
割
引
刈
剛
倒
目
剣
目
川
訓
矧
刷
糾
封
ａ
Ｉ
と
し
、
保
証
人
は
、
独
立
の
生
計
を
営

む
成
年
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
略
）

第
十
五
条
倒
謝
劉
創
調
又
は
保
証
人
が
死
亡
そ
の
他
の
事
由
に
よ
っ
て
、
そ
の
資

２

格
を
失
っ
た
と
き
は
、
新
た
に
側
謝
翻
旬
調
又
は
保
証
人
を
定
め
、
す
み
や
か
に

校
長
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

保
護
者
等

又
は
保
証
人
が
、
住
所
、
氏
名
を
変
更
し
た
と
き
は
、
す
み
や
か

に
校
長
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
六
条
退
学
又
は
転
学
し
よ
う
と
す
る
生
徒
は
、
そ
の
事
由
を
具
し
て
、
閑

謂
詞
司
謂
と
連
署
の
上
、
校
長
に
願
い
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
七
条
（
略
）

第
十
八
条
外
国
の
高
等
学
校
に
留
学
し
よ
う
と
す
る
生
徒
は
、
そ
の
事
由
を
具

し
て
、
倒
謝
固
旬
調
と
連
署
の
上
、
校
長
に
願
い
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
．
３
（
略
）

改
正
案

第
一
条
～
第
十
二
条
（
略
）

第
十
三
条
入
学
を
許
可
さ
れ
た
者
は
、
許
可
さ
れ
た
日
か
ら
二
十
日
以
内
に
、

誓
約
書
（
第
四
号
様
式
）
に
住
民
票
の
記
載
事
項
の
う
ち
、
氏
名
、
出
生
の
年

月
日
１
劃
刻
劉
別
別
及
び
住
所
を
証
す
る
書
類
を
添
え
て
、
校
長
に
提
出
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

２
前
項
の
誓
約
書
に
は
、
側
謝
固
笥
及
び
保
証
人
が
連
署
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

同
醐
調
司
及
び
保
証
人
）

第
十
四
条
前
週
剰
判
鯛
雪
闇
割
は
、
入
学
を
許
可
さ
れ
た
者

２

の

Ｉ
親
権
を
行
う
者
（
親
権
を
行
う
者
の
い
な
い
と
言
後
見
人
又
は
後

見
を
行
う
者
）

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
略
）

と
し
、
保
証
人
は
、
独
立
の
生
計
を
営
む
成
年
者

第
十
五
条
側
麹
矧
司
又
は
保
証
人
が
死
亡
そ
の
他
の
事
由
に
よ
っ
て
、
そ
の
資
格

２

を
失
っ
た
と
き
は
、
新
た
に
倒
謝
詞
笥
又
は
保
証
人
を
定
め
、
す
み
や
か
に
校
長

に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

偲
謝
罰
笥
又
は
保
証
人
が
、
住
所
、
氏
名
を
変
更
し
た
と
き
は
、
す
み
や
か
に

校
長
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
六
条
退
学
又
は
転
学
し
よ
う
と
す
る
生
徒
は
、
そ
の
事
由
を
具
し
て
、
偲

響
調
笥
と
連
署
の
上
、
校
長
に
願
い
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
七
条
（
略
）

第
十
八
条
外
国
の
高
等
学
校
に
留
学
し
よ
う
と
す
る
生
徒
は
、
そ
の
事
由
を
具

し
て
、
側
罫
調
笥
と
連
署
の
上
、
校
長
に
願
い
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
．
３
（
略
）

現
行
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第
十
九
条
（
略
）

第
二
十
条
（
略
）

２
休
学
の
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
生
徒
は
、
そ
の
事
由
を
具
し
て
、
閑
却
調
笥

割
と
連
署
の
上
、
願
い
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
～
５
（
略
）

第
二
十
一
条
～
第
二
十
八
条
（
略
）

第
二
十
九
条
寄
宿
舎
に
入
舎
又
は
寄
宿
舎
か
ら
退
舎
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、

倒
頚
詞
封
副
詞
と
連
署
の
上
、

２
（
略
）

第
三
十
条
（
略
）

校
長
に
願
い
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
九
条
（
略
）

第
二
十
条
（
略
）

２
休
学
の
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
生
徒
は
、
そ
の
事
由
を
具
し
て
、
閑
》
調
笥

と
連
署
の
上
、
願
い
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
～
５
（
略
）

第
二
十
一
条
～
第
二
十
八
条
（
略
）

第
二
十
九
条
寄
宿
舎
に
入
舎
又
は
寄
宿
舎
か
ら
退
舎
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、

２

偲
謝
罰
笥
と
連
署
の
上
、
校
長
に
願
い
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

〆酉、

略
、一

第
三
十
条
（
略
）



改正案

誓約書

私は石川県立高等学校に入学を許可された上は、校則を堅く守り、専,L勉学してみだりに退学転学はいたしません。

現住所

氏 名

生年月日

上記何某入学を許可された上は、校則を堅く守らせ、同人に係る一切の事件は私どもにおいて引き受け石川県立学校条
例に定める授業料の納入を怠ったときはいつでも代納いたします。

年月日

石川県立高等学校長様

現住所

本人との続き柄

保護者等氏名

生年月日

現住所

本人との続き柄

保証人氏名
牛生日ロ

現行

誓約書

私は石川県立高等学校に入学を許可された上は、校則を堅く守り、専心勉学してみだりに退学転学はいたしません。

現住所

氏 名

生年月日

上記何某入学を許可された上は、校則を堅く守らせ、同人に係る一切の事件は私どもにおいて引き受け石川県立学校条
例に定める授業料の納入を怠ったときはいつでも代納いたします。

年月日

石川県立高等学校長様

現住所

本人との続き柄

保護者氏名

生年月日

現住所

本人との続き柄

保証人氏名

生年月日
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○
石
川
県
立
特
別
支
援
学
校
規
則
（
昭
和
四
十
年
石
川
県
教
育
委
員
会
規
則
第
十
号
）

新
旧
対
照
表

一

《
匪
畠
叩
叩
》

《
宇
宮
二
ｍ
叩
》

第
一
条
～
第
十
二
条
（
略
）

第
十
三
条
寄
宿
舎
に
入
舎
又
は
寄
宿
舎
か
ら
退
舎
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
閑

Ⅶ
糾
封
創
劉
Ⅷ
訓
制
『
‐
と
連
署
の
上
、

以
下
略

校
長
に
願
い
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

改
正
案

第
一
条
～
第
十
二
条
（
略
）

’

第
十
三
条
寄
宿
舎
に
入
舎
又
は
寄
宿
舎
か
ら
退
舎
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
保

以
下
略

と
連
署
の
上
、
校
長
に
願
い
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

弓

現
行



○
石
川
県
立
中
学
校
規
則
（
平
成
十
五
年
石
川
県
教
育
委
員
会
規
則
第
十
六
号
）
新
旧
対
照
表

6７

第
一
条
～
第
十
二
条
（
略
）

第
十
三
条
入
学
を
許
可
さ
れ
た
者
は
、
許
可
さ
れ
た
日
か
ら
二
十
日
以
内
に
、

誓
約
書
（
第
四
号
様
式
）
に
住
民
票
の
記
載
事
項
の
う
ち
、
氏
名
、
出
生
の
年

嵯
１
及
術
住
所
墓
す
恥
書
類
寡
そ
校
長
達
提
出
毎
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

以
下
略

改
正
案

第
一
条
～
第
十
二
条
（
略
）

第
十
三
条
入
学
を
許
可
さ
れ
た
者
は
、
許
可
さ
れ
た
日
か
ら
一
一
十
日
以
内
に
、

誓
約
書
（
第
四
号
様
式
）
に
住
民
票
の
記
載
事
項
の
う
ち
、
氏
名
、
出
生
の
年

月
日
１
割
刻
劉
叫
別
及
び
住
所
を
証
す
る
書
類
を
添
え
て
、
校
長
に
提
出
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

以
下
略

現
行


